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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
紫外線の有害作用に対してその中の内容物を保護するためのプラスチック容器であって、
（ａ）プラスチックおよび
（ｂ）５－トリフルオロメチル－２－（２－ヒドロキシ－３－α－クミル－５－ｔｅｒｔ
－オクチル－フェニル）２Ｈ－ベンゾトリアゾールの有効な安定化量
を含む内容物貯蔵のためのプラスチック容器。
【請求項２】
成分（ｂ）の紫外線吸収剤がプラスチック容器の外側表面に塗布されたコーティング中に
配合されている請求項１記載のプラスチック容器。
【請求項３】
前記成分（ｂ）の５－トリフルオロメチル－２－（２－ヒドロキシ－３－α－クミル－５
－ｔｅｒｔ－オクチル－フェニル）２Ｈ－ベンゾトリアゾールの有効な安定化量が、プラ
スチック容器の質量に基づいて、０．１乃至２０質量％である、請求項１に記載のプラス
チック容器。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、紫外線の有害効果からの食料品、飲料、薬剤、化粧品、個人ケア用品、シャン
プー等の保護に関する。これらの材料が保存される容器もしくはフィルム中に配合された
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場合、ある種の高い耐久性ベンゾトリアゾールおよびトリ－アリール－ｓ－トリアジンは
特にこの目的に対して効果的であるという事が発見された。
【０００２】
【従来の技術】
ある種のフルーツジュース、ソフトドリンク、ビール、ワイン、食料品、日用品、化粧品
、シャンプー、ビタミン剤および薬剤のような多くの生産物は紫外線の透過をゆるすプラ
スチック容器中に包装されている場合、紫外線の効果によって有害な影響を受ける、すな
わち崩壊させられる。
【０００３】
ボトルおよびフィルムの内容物を保護するための紫外線吸収剤の使用は、既知である。し
かしながら、透明もしくは淡色の容器の使用の傾向がある。より美感的に好ましい容器が
透明なプラスチックから形成され得り、それによりまた内容物を見ることができる。しか
しながら、透明もしくは淡色の容器およびフィルムは、かなりの量の紫外線、すなわち約
２８０ないし４００ｎｍの範囲中の光の透過をゆるす。さらに、より軽量およびこのため
に、薄い壁の容器の方向への傾向がある。薄い壁を持つ容器は、より短い経路距離よって
、より多くの紫外線の透過を許し得る。包装でのこれらの傾向のためにこの分野で使用す
るためのより有効な紫外線吸収剤が必要である。紫外線吸収剤の効率は、分子が紫外線範
囲全体にわたって光を吸収し、並びにその耐熱性および光安定性、すなわち耐久性をいか
に強く有するかという機能である。
【０００４】
多くの調理油およびサラダ油は、今や透明なＰＥＴ［ポリ（エチレンテレフタレート）］
包装で提供されている。実際には、全ての野菜もしくは大豆、オリーブ、ベニバナ、綿実
、コーン油のような種子に基づく油は、不飽和オレフィン酸もしくはエステル（例えば、
リノレエート）を様々な濃度で含んでおり、それは、光誘導分解に敏感である。ほとんど
の植物に基づいた油もまた自然の葉緑素もしくは他の顔料光増感剤を含む。パスカル他、
Ｊ．ＦｏｏｄＳｃｉ．，６０（５），１１１６頁（１９９５年）は、チヌビン（登録商標
；Ｔｉｎｕｖｉｎ）３２６が同時押出し、多層の、ポリプロピレンベースの容器に配合さ
れた使用による大豆油の紫外線保護を開示している。チヌビン（登録商標；Ｔｉｎｕｖｉ
ｎ）３２６は、ベンゾトリアゾール紫外線吸収剤、５－クロロ－２－（２－ヒドロキシ－
３－第３－ブチル－５－メチル－フェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾールであり、チバ　
スペシヤリィティ　ケミカル　コーポ（Ｃｉｂａ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｙ　Ｃｈｅｍｉｃａ
ｉｓ　Ｃｏｒｐ）から入手できる。
【０００５】
牛乳は、プラスチックを通した光透過の量を減少させるために半透明もしくは白く色づけ
されたＨＤＰＥボトル中に包装されている。ファネリ他，Ｊ．Ｆｏｏｄ　Ｐｒｏｔｅｃｔ
ｉｏｎ，４８（２），１１２ないし１１７頁（１９８５年）は、ＨＤＰＥ包装中のチヌビ
ン（登録商標；Ｔｉｎｕｖｉｎ）３２６は、冷白色蛍光灯へさらされた牛乳中のビタミン
Ａの損失率を減少させることに効果的であるということを開示している。ビタミンの保護
は果物ジュースでもまた重要である。“Ｔｒｏｐｉｃａｎａ　Ｔｗｉｓｔｓ　Ａｇａｉｎ
，”　Ｐａｃｋａｇｉｎｇ　Ｗｏｒｌｄ，１月．１９９２年，２頁，では、“紫外線阻害
剤”を含んでいるＰＥＴボトルが、果物飲料中のビタミンＣの保存期間を保護するために
使用されるということを開示している。
【０００６】
内容物保護のために包装中にチヌビン（登録商標；Ｔｉｎｕｖｉｎ）２３４、２－（２－
ヒドロキシ－３，５－ジ－α－クミル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、チヌビン（登録商
標；Ｔｉｎｕｖｉｎ）３２６、５－クロロ－２－（２－ヒドロキシ－３－第３－ブチル－
５－メチル－フェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、チヌビン（登録商標；Ｔｉｎｕｖ
ｉｎ）３２７、５－クロロ－２－（２－ヒドロキシ－３，５－ジ－第３－ブチルフェニル
）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、およびチヌビン（登録商標；Ｔｉｎｕｖｉｎ）１５７７
、４，６－ジフェニル－２－（４－へキシルオキシ－２－ヒドロキシフェニル）－ｓ－ト
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リアジンの使用は既知である。特に、チヌビン（登録商標；Ｔｉｎｕｖｉｎ）２３４とチ
ヌビン（登録商標；Ｔｉｎｕｖｉｎ）３２７もしくはチヌビン（登録商標；Ｔｉｎｕｖｉ
ｎ）３２６の組合せが既知である。
【０００７】
ビールは通常、光から保護するために琥珀や緑に薄く色づけされたガラスに入れられてい
る。高い効果を有する紫外線吸収剤が、ビールを例えば透明なＰＥＴボトル中に包装させ
得る。
【０００８】
米国特許第４，８８２，４１２号公報、同第４，８９２，９２３号公報および同第４，９
５０，７３２号公報は、ポリエステルおよびポリカーボネート容器の内容物を保護するた
めの紫外線吸収基として７－オキシ－２Ｈ－１－ベンゾピラン－２－オン、７－オキシ－
２Ｈ－１－ベンゾピラン－２－イミン、３Ｈ－ナフト［２，１－ｂ］ピラン－３－オン、
３Ｈ－ナフト［２，１－ｂ］ピラン－３－イミンおよびビス－メチン部分の使用を開示し
ている。
【０００９】
米国特許第５，９４８，４５８号公報は、カルシウムホスフェート化合物を直接食料品そ
れ自体にもしくは食料品コーティングおよび包装ラップ中に配合することによる紫外線放
射線への暴露による損傷からの不飽和脂質および脂肪を含む食料の保護を示している。
【００１０】
耐久性ベンゾトリアゾールおよびトリス－アリール－ｓ－トリアジン類のある種の紫外線
吸収剤は特に、透明、淡色なおよび薄い壁を持った容器およびフィルムの内容物を保護す
るために効果的であることが見つかっている。
【００１１】
２Ｈ－ベンゾトリアゾール紫外線吸収剤の説明、調製および使用は、米国
特許第３，００４，８９６号公報、同第３，０５５，８９６号公報、同第３，０７２，５
８５号公報、同第３，０７４，９１０号公報、同第３，１８９，６１５号公報、同第３，
２３０，１９４号公報、同第４，１２７，５８６号公報、同第４，２２６，７６３号公報
、同第４，２７８，５８９号公報、同第４，３１５，８４８号公報、同第４，３８３，８
６３号公報、同第４，６７５，３５２号公報、同第４，６８１，９０５号公報および同第
４，８５３，４７１号公報に記載されている。
【００１２】
米国特許第５，３１９，０９１号公報及び同第５，４１０，０７１号公報には、アルキル
－もしくはアリール－スルホニル部分でベンゾ環の５位が置換されたベンゾトリアゾール
の製造方法が述べられている。米国特許第５，２８０，１２４号には、ベンゾトリアゾー
ルのベンゾ環の５位に高級アルキルもしくはアリールスルホキシドもしくはスルホンを導
入することにより、得られるベンゾトリアゾールは、近可視範囲（３５０ｎｍを超える）
に増大された吸収を示すことが記載されている。このようなスルホン置換された生成物は
、自動車コーティングの用途に有用であることが示された。米国特許第５，９７７，２１
９号公報は、ベンゾトリアゾールのベンゾ環の５位における電子回収部位が、同様の理由
により有効であるということを示している。さらにこの特許公報および同時係属出願は、
このような電子回収基が劇的に自動車コーティング中のこれらベンゾトリアゾール紫外線
吸収剤の光安定性を増加させるということを示している。米国特許第５，５７４，１６６
号公報は、フェノールに対するオルト位にクミル基を有するベンゾトリアゾールが特に熱
的に安定であるということを示している。驚くべきことに、これらの高耐久性ベンゾトリ
アゾールは、特に本出願のために好適である。
【００１３】
米国特許第３，２１８，３３２号公報は、低級アルキルスルホニル部分によりベンゾ環の
５位が置換されたベンゾトリアゾールを開示している。米国特許第５，２６８，４５０号
公報及び同第５，３１９，０９１号公報は、ポリマー組成物及び、ポリ（フェニレンスル
フィド）、フィリップス石油(Phillips Petroleum)社製の商標名ライトン(RYTON) のよう
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なポリマーに共有結合により結合されている、置換されたアリールチオ及びアリールスル
ホニルベンゾトリアゾールの製造方法を開示している。米国特許第５，２８０，１２４号
公報には、熱硬化性自動車コーティングを保護するために有用な、ベンゾ環の５位に高級
アルキルもしくはアリールスルフィニルもしくはスルホニル部分のみを有するベンゾトリ
アゾールが開示されている。米国特許第５，９７７，２１９号公報および上記で言及され
た同時係属出願は、自動車コーティングの安定性のためにベンゾ環の５位に複数のスルホ
ニル基を含むいくつかの電子回収基の使用を示している。
【００１４】
日本国特許第９２－３５２２２８号公報は、ダスト耐久性ポリ（塩化ビニル）樹脂フィル
ムの紫外線保護のためにフェニル環の３位が未置換もしくはメチル基により置換されてい
る５－エチルスルホニルベンゾトリアゾールの使用が開示している。
【００１５】
ｓ－トリアジン紫外線吸収剤の説明、調製および使用は、自動車コーティング、写真使用
、ポリマー性フィルムコーティングおよびインクジェット印刷のために記載されている。
自動車コーティングは、英国特許第２，３１７，１７４Ａ号公報および同第２，３１７，
８９３Ａ号公報および米国特許第５，３５４，７９４号公報、同第５，５５６，９７３号
公報、同第５，６８１，９５５号公報、同第５，７２６，３０９号公報および５，１０６
，８９１号公報に記載されている。写真用途は、米国特許第３，８４３，３７１号公報に
開示されている。ポリマーフィルムコーティングは、米国特許第４，６１９，９５６号公
報および同第４，７４０，５４２号公報に記載されている。インクジェット印刷は米国特
許公報第５，０９６，４８９号公報に開示されている。これらの特許の各々より、ｓ－ト
リアジン紫外線吸収剤は非常に光安定があるとして明らかにされている。
【００１６】
ｓ－トリアジン紫外線吸収剤は、米国特許第５，７２６，３０９号公報、同第５，６８１
，９５５号公報および同第５，５５６，９７３号公報、英国特許第２，３１７，７１４Ａ
号公報、ＷＯ９６／２８４３１および欧州特許第９４１９８９Ａ２号公報に沿った一般的
な合成方法によって調製され得る。
【００１７】
ベンゾトリアゾールおよびｓ－トリアジンのような紫外線吸収剤と立体障害光安定剤の同
伴使用は、Ｇ．バーナーおよびＭ．レムボルド，“高固体コーティングのための新しい光
安定剤”，Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｃｏａｔｉｎｇｓ　ａｎｄ　Ｓｃｉｅｎｃｅ　ａｎｄ　Ｔｅ
ｃｈｎｏｌｏｇｙ，第６巻，Ｄｅｋｋａｒ，ニューヨーク，５５ないし８５頁に要約され
たように多くのポリマー組成物中にすばらしい安定性を与えるということは、従来技術中
で既知である。
【００１８】
【発明が解決しようとする課題】
詳細な説明
本発明は、紫外線の有害作用に対してその中の内容物を保護するための
（ａ）透明もしくは淡色のプラスチックおよび
（ｂ）耐久性ヒドロシキフェニルベンゾトリアゾールおよびトリス－アリール－ｓ－トリ
アジン紫外線吸収剤からなる基から選択された１つもしくはそれ以上の化合物の有効な安
定化量からなる内容物貯蔵のためのプラスチック容器もしくはフィルムに関する。
【００１９】
本発明は、また紫外線の有害作用から内容物を保護するための方法に関し、それは本発明
の透明もしくは淡色の容器もしくはフィルム中に貯蔵することを含む。
【００２０】
【課題を解決するための手段】
成分（ａ）のプラスチックが淡色である場合、それは顔料および／もしくは染料で色付け
される。それから作られたプラスチック容器およびフィルムは、紫外線範囲のかなりの部
分の放射線、すなわち約２８０ｎｍないし約４００ｎｍを透過させる。レッド－シフトさ
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れた紫外線吸収剤（ＵＶＡ'Ｓ）は、４００ｎｍのスペクトル範囲に対する放射線をレッ
ド－シフトされないＵＶＡ'Ｓよりもより効果的に吸収する。本発明のベンゾトリアゾー
ルおよびｓ－トリアジンの多くは、高い耐久性にかてて加えて、またレッド－シフトもさ
れている。
【００２１】
成分（ａ）の透明もしくは淡色のプラスチックは、プラスチックの重量に基づいた全体で
約５重量％の上限で、顔料および／もしくは染料を含む。好ましくは、成分（ａ）のプラ
スチックは、プラスチックの重量に基づいて顔料および／もしくは染料を約２重量％の上
限で含む。最も好ましくは、プラスチック中の顔料および／もしく染料の上限は約１重量
％である。
【００２２】
成分（ｂ）の紫外線吸収剤は、本発明のプラスチック容器もしくはフィルムにすばらしい
適合性を示した。さらにそれらは、完成されたプラスチック容器もしくはフィルムにほと
んどもしくは全く色を加えない。
【００２３】
本発明の組成物および方法によって保護されるべき内容物は、果物ジュース、ソフトドリ
ンク、ビール、ワインのような食料品、食料加工品および酪農製品、および個人ケア用品
、化粧品、シャンプー、ビタミン剤、薬剤、インク、染料および顔料を含む。
【００２４】
プラスチック容器およびフィルムは硬質もしくは軟質な単一および／もしくは多層の包装
材料である。容器もしくはフィルムは、ポリエステル、ポリオレフィン、エチレン－酢酸
ビニルのようなポリオレフィンコポリマー、ポリスチレン、ポリ（塩化ビニル）、ポリ（
塩化ビニリデン）、ポリアミド、セルロース系誘導体、ポリカーボネート、エチレン－ビ
ニルアルコール、ポリ（ビニルアルコール）、スチレン－アクリロニトリル、およびイオ
ノマーおよびこれらのポリマーの混合物もしくは多層から形成される。
【００２５】
典型的な多層構造は、２つもしくはそれ以上の層の積層を有し、熱形成、多層フレキシブ
ルフィルムの押出、もしくはボトル“プレフォーム”もしくは“パリソン”の押出に続く
プレフォームからボトルへのその後の吹込成形のいずれかにより製造される。
【００２６】
フィルムおよび硬質な包装（ボトル）では、典型的には、外部の層、および内容物に接触
している最も内部の層は、ＰＥＴもしくはＰＥＮ［ポリ（エチレンナフタレ－ト）］、ポ
リプロピレンもしくはＨＤＰＥのようなポリエチレンのようなポリエステルから構成され
る。しばしば“遮断”もしくは“接着”もしくは“結束”層と呼ばれる中間の層は、ＰＥ
Ｔ、ＰＥＮ、サーリン（登録商標；Ｓｕｒｌｙｎ）のようなカルボキシ化ポリエチレンイ
オノマー、ポリ（ビニルアルコール）のようなビニルアルコールホモポリマーもしくはコ
ポリマー、部分的に加水分解されたポリ（酢酸ビニル）、ＥＶＯＨもしくはＥＶＡＬのよ
うなポリ（エチレン－コ－ビニルアルコール）、セラー（デュポン）（登録商標；Ｓｅｌ
ａｒ（ＤｕＰｏｎｔ））のようなナイロンもしくはポリアミドもしくはメタキシレンジア
ミンに基づいたポリアミド（しばしばナイロンＭＸＤ－６と呼ばれている）、か塩化ポリ
ビニリデン（ＰＶＤＣ）もしくはポリウレタンの１つもしくはそれ以上の組合せから構成
される。肉および野菜の包装には、制御した呼吸すなわち酸素および水分透過が必要なの
でポリスチレンもしくはセルロース系材料が包装成分として使用される。
【００２７】
所望により成分（ｂ）の安定剤および所望のさらなる添加剤が例えば硬質な容器の外部表
面に使用されるコーティング中に配合され得る。外装コーティングの例は、ＰＤＶＣ、も
しくはエポキシ（バイロカセ（登録商標；Ｂａｉｒｏｃａｓｅ）テクノロジーのような）
および“収縮包装”として使用されるポリオレフィンを含む。
【００２８】
容器およびフィルムは、主としてポリ（エチレンテレフタレート）（ＰＥＴ）のようなポ
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リエステルおよびポリエチレンもしくはポリプロピレンのようなポリオレフィンからなる
。好ましくはそれらはＰＥＴもしくはＨＤＰＥからなる。包装材料が、多層系の場合は、
いくつかの適当なプラスチックの層が使用され得る。
【００２９】
本発明の組成物として使用され得るポリエステルは、通常の重合技術によって１つもしく
はそれ以上のジオールおよび１つもしくはそれ以上のジカルボン酸から製造された線状、
耐熱、結晶質もしくは非晶質ポリエステルを含む。
ポリエステルは通常、成形等級でそして、約０．４ないし約１．２の内部粘度（Ｉ．Ｖ）
を有する。好ましいポリエステルは、少なくとも約５０モルパーセントのテレフタル酸残
基および約５０モルパーセントのエチレングリコールおよび／もしくは１，４－シクロヘ
キサンジメタノール残基を含む。特に好ましいポリエステルは、約７５ないし１００モル
パーセントのテレフタル酸残基および約７５ないし１００モルパーセントのエチレングリ
コール残基を含むものである。
【００３０】
記載されたポリエステルのジオール成分は、エチレングリコール、１，４－シクロヘキサ
ンジメタノール、１，２－プロパンジオール、１，３プロパンジオール、１，４－ブタン
ジオール、２，２－ジメチル－１，３－プロパンジオール、１，６－ヘキサンジオール、
１，２－シクロヘキサンジオール、１，４－シクロヘキサンジオール、１，２－シクロヘ
キサンジメタノール、１，３－シクロヘキサンジメタノール、Ｘ，８－ビス（ヒドロキシ
メチル）－トリシクロ－［５．２．１．０］デカン（ここでＸは３、４もしくは５を表す
。）、；および例えばジエチエレングリコール、トリエチレングリコール、ジプロピレン
グリコール、トリプロピレングリコール等のように鎖に１つもしくはそれ以上の酸素原子
を含んでいるジオールから選択され得る。一般的には、これらのジオールは２ないし１８
、好ましくは、２ないし８の炭素原子を含む。脂環式ジオールは、それらのシスもしくは
トランス型もしくは両型の混合物として使用され得る。
【００３１】
線状ポリエステルの酸成分（脂肪族、脂環式、もしくは芳香族カルボン酸）は例えば、テ
レフタル酸、イソフタル酸、１，４－シクロヘキサンジカルボン酸、１，３－シクロヘキ
サンジカルボン酸、スクシン酸、グルタン酸、アジピン酸、セバシン酸、１，１２－ドデ
カンジオン酸、２，６－ナフタレン－ジカルボン酸等から選択される。ポリマー調製にお
いては、しばしばそれらの機能的な酸誘導体、例えばジカルボン酸のジメチル、ジエチル
、もしくはジプロピルエステルのを使用する事が好ましい。これらの酸の無水物もしくは
ハロゲン化物もそれが実用的である場合には、使用されても良い。
【００３２】
洗浄ポリエステルは従来技術で既知の方法に従って調製され得る。例えば、１つもしくは
それ以上のジカルボン酸、好ましくは芳香族ジカルボン酸、もしくはそれらのエステル形
成誘導体、および１つもしくはそれ以上のジオールの混合物が１５０℃ないし３００℃の
温度範囲および０．２ｍｍＨｇの大気圧において、エステル化および／もしくはポリ－エ
ステル化触媒の存在下において加熱され得る。通常、ジカルボン酸もしくはそれらの誘導
体は、大気圧および特定された範囲の最低温度においてジオールでエステル化もしくはエ
ステル交換される。その後の重縮合は温度を上昇させることおよび圧力を低くすることに
よってもたらされ同時に過剰なジオールが混合物から除去される。固相重合は、フィルム
および成形容器のために有用な範囲で最終ポリマーＩ．Ｖ．を得るために使用され得る。
【００３３】
本発明によって与えられる新規ポリエステル組成物は、飲料および食料のような食物のた
めの容器もしくは包装の製造に有用である。既知の熱硬化技術の使用により、特定のポリ
エステルは、色、Ｉ．Ｖ．及び熱変形に関しておよそ１００℃までの温度において安定で
ある。このような安定特性は、ここに、“ホットフィル”安定性として言及される。これ
らのポリエステルから成形された製品は、とても薄い壁の剛性、すばらしい透明度、そし
て水分や大気ガス、特に二酸化炭素および酸素について良い遮断特性を示す。
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【００３４】
硬質容器は、既知の機械的工程：
ａ）ニッセイ、アオキもしくはユニロイ機械により行われるような一段式吹込成形、ｂ）
ネットスタール（Ｎｅｔｓｔａｌ）もしくはハスキー（Ｈｕｓｋｙ）機械によるようなプ
レフォームの二段式射出成形、及び吹込成形（例えば、シデル（Ｓｉｄｅｌ）、コーポプ
ラスト（Ｃｏｒｐｏｐｌａｓｔ）及びクローンズ（Ｋｒｏｎｅｓ）機による）によりボト
ルへ転換されたプレフォーム、
ｃ）シパ（Ｓｉｐａ）、クラップカウテックス（Ｋｒｕｐｐ　Ｋａｕｔｅｘ）、もしくは
ハスキーＩＳＢ機により行われる工程のようなプレフォームのボトルへの統合された吹込
成形、及び
ｄ）プレフォームのボトルへの延伸吹込成形（ＳＢＭ）
により製造され得る。
【００３５】
プレフォームは、構造体中で単層もしくは多層であってもよい。ボトルは、内部壁の特性
を変える為に所望により後処理をされてもよい。ボトルは所望により、表面コーティング
の塗布によるような外側において処理された表面であってもよい。
紫外線吸収剤及び他の既知の安定剤がそのような添加された表面コーティング中に存在し
てもよい。
【００３６】
“ホットフィル”安定性を有する製品に最もよく使用される線状ポリエステルは、ポリ（
エチレンテレフタレート）、エチレングリコール残基の５モル％までが１，４－シクロヘ
キサンジメタノール及びポリ（エチレン２，６－ナフタレンジカルボキシレート）から誘
導された残基に置換されているポリ（エチレンテレフタレート）からなり、前記ポリエス
テルは、望ましい結晶化度を与える為に効果的に当業者によく知られた方法により十分に
熱硬化及び配向される。その温度においての液体で充填が起き、それから製造された容器
の体積変化が２％以下の場合、定義上、ポリマーは、規定された温度において、“ホット
フィル”安定性を有する。飲料ボトルの吹込み成形製造のために、最も好ましいポリエス
テルは、０．６５ないし０．８５のＩ．Ｖ．およびＴｇ（ガラス転移温度）＞７０℃を有
し、およびボトルから切り離されたフィルム部分は、１．５ないし２．５ｇミル／１００
インチ2－２４時間、の水蒸気透過速度、２０ないし３０ｃｃミル／１００インチ2－２４
時間－ａｔｍの二酸化炭素透過度、および４ないし８ｃｃミル／１００インチ2－２４時
間－ａｔｍの酸素透過度を有する。Ｔｇは、走査速度２０摂氏度／分において示差走査熱
量計によって、酸素透過度は、ミネソタ州エルクリバーのモダンコントロール社製（Ｍｏ
ｄｅｒｎ　Ｃｏｎｔｒｏｌｓ,Ｉｎｃ）ＭＯＣＯＮ　ＯＸＴＲＡＮ１００装置の標準操作
方法によって、および二酸化炭素透過度は、ＭＯＣＯＮＰＥＲＭＡＴＲＡＮ　Ｃ　ＩＩ、
同様に
モダンコントロール（Ｍｏｄｅｒｎ　Ｃｏｎｔｒｏｌｓ）社製、の標準操作方法によって
決定された。
【００３７】
ポリオレフィンの例は以下の通りである。；
１．モノオレフィンおよびジオレフィンのポリマー、例えばポリプロピレン、ポリイソブ
チレン、ポリブテ－１－エン、ポリ－４－メチルペンテ－１－エン、ポリイソプレンもし
くはポリブタジエン、並びにシクロオレフィン、例えばシクロペンテンもしくはノルボル
ネンのポリマー、ポリエチレン（所望により架橋されていてよい）、例えば高密度ポリエ
チレン（ＨＤＰＥ）、高密度および高分子量ポリエチレン（ＨＤＰＥ－ＨＭＷ）、高密度
および超高分子量ポリエチレン（ＨＤＰＥ－ＵＨＭＷ）、中密度ポリエチレン（ＭＤＰＥ
）、低密度ポリエチレン（ＬＤＰＥ）、線状低密度ポリエチレン（ＬＬＤＰＥ）、（ＶＬ
ＤＰＥ）および（ＵＬＤＰＥ）。
【００３８】
ポリオレフィン、すなわち前段落において例示されたモノオレフィンのポリマー、好まし
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され得る。
ｉ）ラジカル重合（通常、高圧下および高温で）。
ｉｉ）通常一種もしくは一種より多くの周期表のＩＶｂ、Ｖｂ、ＶＩｂもしくはＶＩＩＩ
群の金属原子を含む触媒を使用する触媒重合。これらの金属原子は通常１個もしくは１個
より多くの、代表的にはπ－もしくはσ－配位され得るオキシド、ハライド、アルコレー
ト、エステル、エーテル、アミン、アルキル、アルケニルおよび／もしくはアリールのよ
うな配位子を有する。これらの金属錯体は遊離状態であり得るか、もしくは代表的には活
性化塩化マグネシウム、塩化チタン（ＩＩＩ）、アルミナもしくは酸化ケイ素のような基
材上に固定され得る。これらの触媒は重合媒体中に可溶もしくは不溶であり得る。触媒は
重合において単独で使用されることができ、もしくは代表的には金属アルキル、金属ヒド
リド、金属アルキルハライド、金属アルキルオキシドもしくは金属アルキルオキサンのよ
うなさらなる活性化剤が使用され得、該金属原子は周期表のＩａ、ＩＩａおよび／もしく
はＩＩＩａ群の元素である。活性化剤はさらなるエステル、エーテル、アミンもしくはシ
リルエーテル基を用いて都合よく変性され得る。これらの触媒系は通常、フィリップス(P
hillips)、スタンダード オイル インディアナ(Standard Oil Indiana)、チグラー（－ナ
ッタ）(Ziegler(-Natta)）、ＴＮＺ（デュポン(DuPont)）、メタロセンもしくはシングル
サイト触媒(single site catalyst)（ＳＳＣ）と命名される。
【００３９】
２．１）に記載されたポリマーの混合物、例えばポリプロピレンとポリイソブチレンとの
混合物、ポリプロピレンとポリエチレンとの混合物（例えばＰＰ／ＨＤＰＥ、ＰＰ／ＬＤ
ＰＥ）および異なるタイプのポリエチレンの混合物（例えばＬＤＰＥ／ＨＤＰＥ）。
【００４０】
３．モノオレフィンおよびジオレフィンの交互もしくは他のビニルモノマーとのコポリマ
ー、例えばエチレン／プロピレンコポリマー、線状低密度ポリエチレン（ＬＬＤＰＥ）お
よびそれらと低密度ポリエチレン（ＬＤＰＥ）との混合物、プロピレン／ブテ－１－エン
コポリマー、プロピレン／イソブチレンコポリマー、エチレン／ブテ－１－エンコポリマ
ー、エチレン／ヘキセンコポリマー、エチレン／メチルペンテンコポリマー、エチレン／
ヘプテンコポリマー、エチレン／オクテンコポリマー、プロピレン／ブタジエンコポリマ
ー、イソブチレン／イソプレンコポリマー、エチレン／アルキルアクリレートコポリマー
、エチレン／アルキルメタクリレートコポリマー、エチレン／酢酸ビニルコポリマーおよ
びそれらと一酸化炭素とのコポリマーもしくはエチレン／アクリル酸コポリマーおよびそ
れらの塩（アイオノマー）並びにエチレンとプロピレンおよびヘキサジエン、ジシクロペ
ンタジエンもしくはエチリデン－ノルボルネンのようなジエンとのターポリマー、および
そのようなコポリマー交互および１）に記載されたポリマーとの混合物、例えばポリプロ
ピレン／エチレン－プロピレンコポリマー、ＬＤＰＥ／エチレン－酢酸ビニルコポリマー
（ＥＶＡ）、ＬＤＰＥ／エチレン－アクリル酸コポリマー（ＥＡＡ）、ＬＬＤＰＥ／ＥＶ
Ａ、ＬＬＤＰＥ／ＥＡＡおよび交互もしくはランダムポリアルキレン／一酸化炭素コポリ
マーおよびそれらと例えばポリアミドのような他のポリマーとの混合物。
【００４１】
好ましいポリオレフィンは、ポリエチレンもしくはポリプロピレンおよびモノ－およびジ
オレフィンを有するそれらのコポリマーである。
【００４２】
特に、本発明の方法のベンゾトリアゾールは、次式（Ｉ）、（ＩＩ）もしくは（ＩＩＩ）
【化２４】
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（式中、Ｇ1およびＧ1'は独立して、水素原子もしくはハロゲン原子を表し、
Ｇ2およびＧ2'は独立して、ハロゲン原子、ニトロ基、シアノ基、炭素原子数１ないし１
２のペルフルオロアルキル基、－ＣＯＯＧ3、－Ｐ（Ｏ）（Ｃ6Ｈ5）2、－ＣＯ－Ｇ3、－
ＣＯ－ＮＨ－Ｇ3、－ＣＯ－Ｎ（Ｇ3）2、－Ｎ（Ｇ3）－ＣＯ－Ｇ3、Ｅ3ＳＯ－もしくはＥ

3ＳＯ2－を表すか；もしくはＧ2'は水素原子をも表し、Ｇ3は水素原子、炭素原子数２な
いし２４の直鎖もしくは分枝鎖アルキル基、炭素原子数２ないし１８の直鎖もしくは分枝
鎖アルケニル基、炭素原子数５ないし１２のシクロアルキル基、炭素原子数７ないし１５
のフェニルアルキル基、フェニル基もしくは、１ないし４個の炭素原子数１ないし４のア
ルキル基によってフェニル環上で置換された該フェニル基もしくは該フェニルアルキル基
を表し、Ｅ1は水素原子、炭素原子数１ないし２４の直鎖もしくは分枝鎖アルキル基、炭
素原子数２ないし２４の直鎖もしくは分枝鎖アルケニル基、炭素原子数５ないし１２のシ
クロアルキル基、炭素原子数７ないし１５のフェニルアルキル基、フェニル基もしくは、
１ないし４個の炭素原子数１ないし４のアルキル基によってフェニル環上で置換された該
フェニル基もしくは該フェニルアルキル基を表すか；もしくはＥ1は１もしくは２個のヒ
ドロキシ基によって置換された炭素原子数１ないし２４のアルキル基を表し、
Ｅ1が、炭素原子数７ないし１５のフェニルアルキル基もしくはフェニル基、もしくは１
ないし４個の炭素原子数１ないし４のアルキル基によってフェニル環上で置換された該フ
ェニル基もしくは該フェニルアルキル基を表す場合、Ｇ2はまた水素原子をも表し得、
Ｅ2およびＥ2'は独立して、炭素原子数１ないし２４の直鎖もしくは分枝鎖アルキル基、
炭素原子数２ないし１８の直鎖もしくは分枝鎖アルケニル基、炭素原子数５ないし１２の
シクロアルキル基、炭素原子数７ないし１５のフェニルアルキル基、フェニル基もしくは
、１ないし３個の炭素原子数１ないし４のアルキル基によってフェニル環上で置換された
該フェニル基もしくは該フェニルアルキル基を表すか；もしくはＥ2およびＥ2'が独立し
て、１個もしくはそれ以上の－ＯＨ、－ＯＣＯＥ11、－ＯＥ4、－ＮＣＯ、－ＮＨ2、－Ｎ
ＨＣＯＥ11、－ＮＨＥ4もしくは－Ｎ（Ｅ4）2もしくはそれらの混合物によって置換され
た炭素原子数１ないし２４の上記アルキル基もしくは炭素原子数２ないし１８の上記アル
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ケニル基を表し、ここでＥ4は、炭素原子数１ないし２４の直鎖もしくは分枝鎖アルキル
基を表すか；もしくは１個もしくはそれ以上の－Ｏ－、－ＮＨ－、もしくは－ＮＥ4－基
もしくはその混合物によって中断された上記アルキル基もしくは上記アルケニル基であっ
て未置換もしくは１個もしくはそれ以上－ＯＨ、－ＯＥ4もしくは－ＮＨ2基もしくはそれ
らの混合物で置換され得るものを表し；
ｎは１もしくは２を表し、
ｎが１の場合、Ｅ5はＯＥ6もしくはＮＥ7Ｅ8を表し、もしくはＥ5は－ＰＯ（ＯＥ12）2、
－ＯＳｉ（Ｅ11）3もしくは－ＯＣＯ－Ｅ11、もしくは－Ｏ－、－Ｓ－もしくは－ＮＥ11

によって中断されかつ未置換もしくは－ＯＨ－もしくは－ＯＣＯ－Ｅ11によって置換され
得る炭素原子数１ないし２４の直鎖もしくは分枝鎖アルキル基、未置換もしくは－ＯＨに
よって置換された炭素原子数５ないし１２のシクロアルキル基、未置換もしくは－ＯＨに
よって置換された炭素原子数２ないし１８の直鎖もしくは分枝鎖アルケニル基、炭素原子
数７ないし１５のアラルキル基、－ＣＨ2－ＣＨＯＨ－Ｅ13もしくはグリシジル基を表し
、
Ｅ6は水素原子、未置換もしくは１個もしくはそれ以上のＯＨ、ＯＥ4もしくはＮＨ2基に
よって置換された炭素原子数１ないし２４の直鎖もしくは分枝鎖アルキル基を表すか、も
しくは－ＯＥ6は－（ＯＣＨ2ＣＨ2）WＯＨもしくは－（ＯＣＨ2ＣＨ2）WＯＥ21を表し、
ここでｗは１ないし１２を表し、およびＥ21は炭素原子数１ないし１２のアルキル基を表
し、
Ｅ7およびＥ8は独立して、水素原子、炭素原子数１ないし１８のアルキル基、－Ｏ－、－
Ｓ－、もしくは－ＮＥ11－によって中断された炭素原子数３ないし１８の直鎖もしくは分
枝鎖アルキル基、炭素原子数５ないし１２のシクロアルキル基、炭素原子数６ないし１４
のアリール基、もしくは炭素原子数１ないし３のヒドロキシルアルキル基を表すか、もし
くはＥ7およびＥ8はＮ原子と一緒になってピロリジン、ピペリジン、ピペラジンもしくは
モルホリン環を表し、
Ｅ5は、－Ｘ－（Ｚ）P－Ｙ－Ｅ15を表し、
ここでＸは－Ｏ－もしくは－Ｎ（Ｅ16）－を表し、Ｙは－Ｏ－もしくは－Ｎ（Ｅ17）－を
表し、Ｚは、炭素原子数２ないし１２のアルキレン基、１つないし３つの窒素原子、酸素
原子もしくはそれらの混合物によって中断された炭素原子数４ないし１２のアルキレン基
、もしくは各々ヒドロキシル基によって置換された炭素原子数３ないし１２のアルキレン
基、ブテニレン基、ブチニレン基、シクロへキシレン基、もしくはフェニレン基を表し、
ｍは０、１ないし２を表し、
ｐは１を表すか、もしくはＸおよびＹがそれぞれ
－Ｎ（Ｅ16）－および－Ｎ（Ｅ17）－である場合、ｐはまた０をも表し、
Ｅ15は基－ＣＯ－Ｃ（Ｅ18）＝（ＣＨ）Ｅ19を表すかもしくは、Ｙが－Ｎ（Ｅ17）－であ
る場合、Ｅ17と一緒になって基－ＣＯ－ＣＨ＝ＣＨ－ＣＯ－を形成し、ここでＥ18は水素
原子もしくはメチル基を表し、そしてＥ19は水素原子、メチル基もしくはＣＯ－Ｘ－Ｅ20

を表し、ここでＥ20は水素原子、炭素原子数１ないし１２のアルキル基もしくは次式の基
【化２５】

（式中、Ｅ1、Ｇ2、Ｘ、Ｙ、ｍおよびｐの記号は、上記で定義された意味を持つ）を表し
、
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およびＥ16およびＥ17は互いに独立して水素原子、炭素原子数１ないし１２のアルキル基
、１ないし３個の酸素原子によって中断された炭素原子数３ないし１２のアルキル基を表
すか、もしくはシクロへキシル基もしくは炭素原子数７ないし１５のアラルキル基を表し
、また、Ｚがエチレン基を表す場合、Ｅ17と一緒にＥ16もまたエチレン基を形成し、
ｎが２を表す場合、Ｇ2の１つはまた水素原子をも表し、Ｅ5は二価の基－Ｏ－Ｅ9－Ｏ－
もしくは－Ｎ（Ｅ11）－Ｅ10－Ｎ（Ｅ11）－の１つを表し、
Ｅ9は炭素原子数２ないし８のアルキレン基、炭素原子数４ないし８のアルケニレン基、
炭素原子数４のアルキニレン基、シクロへキシレン基、－Ｏ－によってもしくは－ＣＨ2

－ＣＨＯＨ－ＣＨ2－Ｏ－Ｅ14－Ｏ－ＣＨ2－ＣＨＯＨ－ＣＨ2－によって中断された炭素
原子数４ないし１０の直鎖もしくは分枝鎖アルキレン
基を表し、
Ｅ10は－Ｏ－、シクロへキシル基、もしくは次式
【化２６】

によって中断され得る炭素原子数２ないし１２の直鎖もしくは分枝鎖アルキレン基を表す
か、もしくは２つの窒素原子と一緒にＥ10およびＥ11がピペラジン環を形成し、
Ｅ14は炭素原子数２ないし８の直鎖もしくは分枝鎖アルキレン基、－Ｏ－、シクロアルキ
レン基、アリーレン基もしくは次式
【化２７】

によって中断される炭素原子数４ないし１０の直鎖もしくは分枝鎖がアルキレン基を表し
、ここでＥ7およびＥ8は独立して、水素原子、炭素原子数１ないし１８のアルキル基を表
すかもしくは、Ｅ7およびＥ8は一緒になって、炭素原子数４ないし６のアルキレン基、３
－オキサペンタメチレン基、３－イミノペンタメチレン基もしくは３－メチルイミノペン
タメチレン基を表し、
Ｅ11は水素原子、炭素原子数１ないし１８の直鎖もしくは分枝鎖アルキル基、炭素原子数
５ないし１２のシクロアルキル基、炭素原子数２ないし１８の直鎖もしくは分枝鎖アルケ
ニル基、炭素原子数６ないし１４のアリール基もしくは炭素原子数７ないし１５のアラル
キル基を表し、
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Ｅ12は炭素原子数１ないし１８の直鎖もしくは分枝鎖アルキル基、炭素原子数３ないし１
８の直鎖もしくは分枝鎖アルケニル基、炭素原子数５ないし１０のシクロアルキル基、炭
素原子数６ないし１６のアリール基もしくは炭素原子数７ないし１５のアラルキル基を表
し、
Ｅ13はＨ原子を表すか、－ＰＯ（ＯＥ12）2により置換された炭素原子数１ないし１８の
直鎖もしくは分枝鎖アルキル基、未置換もしくはＯＨにより置換されたフェニル基、炭素
原子数７ないし１５のアラルキル基、もしくはＣＨ2ＯＥ12を表し、
Ｅ3は炭素原子数１ないし２０のアルキル基、炭素原子数２ないし２０のヒドロキシアル
キル基、炭素原子数２ないし９のアルコキシカルボニル基によって置換されたアルキル基
、炭素原子数３ないし１８のアルケニル基、炭素原子数５ないし１２のシクロアルキル基
、炭素原子数７ないし１５のフェニルアルキル基、炭素原子数６ないし１０のアリール基
、もしくは１ないし２個の炭素原子数１ないし４のアルキル基によって置換された上記ア
リール基、もしくはぺルフルオロアルキル部分が６ないし１６の炭素原子を持つ１，１，
２，２－テトラヒドロぺルフルオロアルキル基を表し、および
Ｌは炭素原子数１ないし１２のアルキレン基、炭素原子数２ないし１２のアルキリデン基
、ベンジリデン基、ｐ－キシリレン基、ａ，ａ，ａ'，ａ'－テトラメチル－ｍ－キシリレ
ン基もしくはシクロアルキリデン基を表す。）であり、；但し、式（Ｉ）は５－クロロ－
２－（２－ヒドロキシ－３，５－ジ－第３－ブチルフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾー
ル、５－クロロ－２－（２－ヒドロキシ－３－第３－ブチル－５－メチルフェニル）－２
Ｈ－ベンゾトリアゾールもしくは２－（２－ヒドロキシ－３，５－ジ－α－クミル）－２
Ｈ－ベンゾトリアゾールを表さないものである。
【００４３】
様々な置換基中のアルキル基は、直鎖もしくは分枝鎖であり得る。１ないし２４の炭素原
子を含むアルキル基の例は、メチル基、エチル基、プロピル基、イソプロピル基、ブチル
基、２－ブチル基、イソブチル基、ｔ－ブチル基、ペンチル基、２－ペンチル基、ヘキシ
ル基、ヘプチル基、オクチル基、２－エチルへキシル基、ｔ－オクチル基、ノニル基、デ
シル基、ウンデシル基、ドデシル基、トリデシル基、テトラデシル基、ヘキサデシル基お
よびオクタデシル基である。
【００４４】
様々な置換基中のアルケニル基は、直鎖もしくは分枝鎖であり得る。炭素原子数２ないし
１８のアルケニル基の例は、ビニル基、アリル基、２－メチルアリル基、ブテニル基、ヘ
キセニル基、ウンデセニル基およびオクタデセニル基である。
【００４５】
炭素原子数７ないし９のフェニルアルキル基は、例えば、ベンジル基、フェニルプロピル
基、α，α－ジメチルベンジル基もしくはα－メチルベンジル基である。
【００４６】
炭素原子数９ないし１１のフェニルアルキル基は、例えば、α，α－ジメチルベンジル基
、α，α－メチルベンジル基もしくはα，α－ジエチルベンジル基である。
【００４７】
炭素原子数５ないし１２のシクロアルキル基は、典型的には、シクロペンチル基、メチル
シクロペンチル基、ジメチルシクロペンチル基、シクロヘキシル基、メチルシクロヘキシ
ル基である。
【００４８】
－ＯＨによって置換されたアルキル基は、典型的には、２－ヒドロキシエチル基、２－ヒ
ドロキシプロピル基もしくは２－ヒドロキシブチル基である。
【００４９】
炭素原子数１ないし８のアルコキシ基によって、好ましくは炭素原子数１ないし４のアル
コキシ基によって、特には、メトキシ基もしくはエトキシ基によって置換された炭素原子
数１ないし２４のアルキル基は典型的には、２－メトキシエチル基、２－エトキシエチル
基、３－メトキシプロピル基、３－エトキシプロピル基、３－ブトキシプロピル基、３－
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オクトキシプロピル基および４－メトキシブチル基である。
【００５０】
炭素原子数１ないし８のアルコキシ基および、好ましくは炭素原子数１ないし４のアルコ
キシ基は、典型的には、メトキシ基、エトキシ基、プロポキシ基、イソプロポキシ基、ブ
トキシ基、イソブトキシ基、ペントキシ基、イソペントキシ基、ヘキソキシ基、ヘプトキ
シ基もしくはオクトキシ基である。
【００５１】
少なくとも１つのＮもしくはＯ原子によって中断される炭素原子数２ないし１８の架橋ア
ルキレン基は、例えば、－ＣＨ2－Ｏ－ＣＨ2－ＣＨ2、－ＣＨ2－Ｏ－ＣＨ2－ＣＨ2－ＣＨ

2、－ＣＨ2－Ｏ－ＣＨ2－ＣＨ2－ＣＨ2－ＣＨ2、－ＣＨ2－Ｏ－ＣＨ2－ＣＨ2－Ｏ－ＣＨ2

－、－ＣＨ2－ＮＨ－ＣＨ2－ＣＨ2、－ＣＨ2－ＮＨ－ＣＨ2－ＣＨ2－ＣＨ2、－ＣＨ2－Ｎ
Ｈ－ＣＨ2－ＣＨ2－ＣＨ2－ＣＨ2、－ＣＨ2－ＮＨ－ＣＨ2－ＣＨ2－ＮＨ－ＣＨ２－もし
くは－ＣＨ2－ＮＨ－ＣＨ2－ＣＨ2－Ｏ－ＣＨ２－である。
【００５２】
炭素原子数６ないし１４のアリール基は、好ましくはフェニル基もしくはナフチル基であ
る。
【００５３】
炭素原子数７ないし１５のアラルキル基は、好ましくは、炭素原子数７ないし１５のフェ
ニルアルキル基である。
【００５４】
より特に、式（Ｉ）の化合物は、次式
【化２８】

（式中、Ｇ1は水素原子を表し、
Ｇ2は水素原子、シアノ基、クロロ基、フルオロ基、－ＣＦ3－、－ＣＯ－Ｇ3、Ｅ3ＳＯ－
もしくはＥ3ＳＯ2－を表し、Ｇ3は炭素原子数１ないし２４の直鎖もしくは分枝鎖アルキ
ル基、炭素原子数２ないし１８の直鎖もしくは分枝鎖アルケニル基、炭素原子数５ないし
１２のシクロアルキル基、炭素原子数７ないし１５のフェニルアルキル基、フェニル基も
しくは、１ないし４個の炭素原子数１ないし４のアルキル基によってフェニル環上で置換
された該フェニル基もしくは該フェニルアルキル基を表し、
Ｅ1は炭素原子数７ないし１５のフェニルアルキル基、フェニル基もしくは、１ないし４
個の炭素原子数１ないし４のアルキル基によってフェニル環上で置換された該フェニル基
もしくは該フェニルアルキル基を表し、
Ｅ2は炭素原子数１ないし２４の直鎖もしくは分枝鎖アルキル基、炭素原子数２ないし１
８の直鎖もしくは分枝鎖アルケニル基、炭素原子数５ないし１２のシクロアルキル基、炭
素原子数７ないし１５のフェニルアルキル基、フェニル基もしくは、１ないし３個の炭素
原子数１ないし４のアルキル基によってフェニル環上で置換された該フェニル基もしくは
該フェニルアルキル基を表すか；もしくはＥ2は、１個もしくはそれ以上の－ＯＨ、－Ｏ
ＣＯＥ11、－ＯＥ4、－ＮＣＯ、－ＮＨ2、－ＮＨＣＯＥ11、－ＮＨＥ4もしくは－Ｎ（Ｅ4

）2もしくはそれらの混合物によって置換された炭素原子数１ないし２４の上記アルキル
基もしくは炭素原子数２ないし１８の上記アルケニル基を表し、ここでＥ4は、炭素原子
数１ないし２４の直鎖もしくは分枝鎖アルキル基を表すか；もしくは１つもしくはそれ以
上の－Ｏ－、－ＮＨ－基もしくは－ＮＥ4－基もしくはその混合物によって中断され、か
つ未置換もしくは１個もしくはそれ以上の－ＯＨ、－ＯＥ4基もしくは－ＮＨ2基もしくは
それらの混合物で置換され得る上記アルキル基もしくは上記アルケニル基を表し；
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ルキル基、炭素原子数３ないし１８のアルケニル基、炭素原子数５ないし１２のシクロア
ルキル基、炭素原子数７ないし１５のフェニルアルキル基、炭素原子数６ないし１０のア
リール基、もしくは１もしくは２個の炭素原子数１ないし４のアルキル基によって置換さ
れた上記アリール基もしくはぺルフルオロアルキル部分が６ないし１６の炭素原子を持つ
１，１，２，２－テトラヒドロぺルフルオロアルキル基を表す。）で表されるものである
か、
もしくは式中、Ｇ1は水素原子を表し、
Ｇ2はクロロ基、フルオロ基、ＣＦ3－、Ｅ3ＳＯ－もしくはＥ3ＳＯ2－を表し、Ｅ1は水素
原子もしくは炭素原子数１ないし２４の直鎖もしくは分枝鎖アルキル基を表し、
Ｅ2は上記で定義されたものを表し、および
Ｅ3は炭素原子数１ないし７の直鎖もしくは分枝鎖アルキル基を表す式（Ｉ）の化合物で
あり、但し、式（Ｉ）は５－クロロ－２－（２－ヒドロキシ－３，５－ジ－第３－ブチル
フェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、５－クロロ－２－（２－ヒドロキシ－３－第３
－ブチル－５－メチルフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾールもしくは２－（２－ヒドロ
キシ－３，５－ジ－α－クミル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾールを表さない。
【００５５】
他の好ましい態様は、次式（ＩＩＡ）
【化２９】

（式中、Ｇ1は水素原子を表し、
Ｇ2はＣＦ3－、もしくはフルオロ基を表し、
Ｅ1は水素原子、炭素原子数１ないし２４の直鎖もしくは分枝鎖アルキル基、もしくは炭
素原子数７ないし１５のフェニルアルキル基を表し、
Ｅ1が炭素原子数７ないし１５のフェニルアルキル基を表す場合、Ｇ2はまた水素原子をも
表し得、
Ｅ5は－ＯＥ6もしくは－ＮＥ7Ｅ8を表すか、もしくは
Ｅ5は－Ｘ－（Ｚ）P－Ｙ－Ｅ15を表し、
ここでＸは－Ｏ－もしくは－Ｎ（Ｅ16）－を表し、
Ｙは－Ｏ－もしくは－Ｎ（Ｅ17）－を表し、
Ｚは、炭素原子数２ないし１２のアルキレン、１ないし３個の窒素原子、酸素原子もしく
はそれらの混合物によって中断された炭素原子数４ないし１２のアルキレン基もしくは各
々ヒドロキシル基によって置換された炭素原子数３ないし１２のアルキレン基、ブテニレ
ン基、ブチニレン基、シクロへキシレン基、もしくはフェニレン基を表し、
ｍは０、１、２もしくは３を表し、
ｐは１を表すか、もしくはＸおよびＹがそれぞれ、－Ｎ（Ｅ16）－および－Ｎ（Ｅ17）－
である場合、ｐはまた０をも表し、
Ｅ15は基－ＣＯ－Ｃ（Ｅ18）＝（ＣＨ）Ｅ19を表すかもしくは、Ｙが－Ｎ（Ｅ17）－であ
る場合、Ｅ17と一緒になって基－ＣＯ－ＣＨ＝ＣＨ－ＣＯ－を形成し、ここでＥ18は水素
原子もしくはメチル基を表し、そしてＥ19は水素原子、メチル基もしくはＣＯ－Ｘ－Ｅ20

を表し、ここでＥ20は水素原子、炭素原子数１ないし１２のアルキル基もしくは次式の基
【化３０】
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を表す。）のベンゾトリアゾールである。
【００５６】
さらに他の好ましい態様は次式（ＩＩＩＡ）
【化３１】

（式中、Ｇ1はＣＦ3を表し、
Ｇ'2は水素原子もしくはＣＦ3を表し、
Ｅ2およびＥ2'は独立して、炭素原子数１ないし２４の直鎖もしくは分枝鎖アルキル基、
炭素原子数２ないし１８の直鎖もしくは分枝鎖アルケニル基、炭素原子数５ないし１２の
シクロアルキル基、炭素原子数７ないし１５のフェニルアルキル基、フェニル基もしくは
、１ないし３個の炭素原子数１ないし４のアルキル基によってフェニル環上で置換された
該フェニル基もしくは該フェニルアルキル基を表し；および
Ｌは炭素原子数１ないし１２のアルキレン基、炭素原子数２ないし１２のアルキリデン基
、ベンジリデン基、ｐ－キシリレン基、ａ，ａ，ａ'，ａ'－テトラメチル－ｍ－キシリレ
ン基もしくはシクロアルキリデン基を表す。）のベンゾトリアゾールである。
【００５７】
より好ましい態様では、次式（Ｉ）
【化３２】

（式中、Ｇ1は水素原子を表し、
Ｇ2はＣＦ3を表し、
Ｅ1は炭素原子数７ないし１５のフェニルアルキル基、フェニル基、もしくは１ないし４
個の炭素原子数１ないし４のアルキル基によりフェニル環上で置換された前記フェニル基
もしくは前記フェニルアルキル基を表し、Ｅ2は炭素原子数１ないし２４の直鎖もしくは
分枝鎖アルキル基、炭素原子数２ないし１８の直鎖もしくは分枝鎖アルケニル基、炭素原
子数５ないし１２のシクロアルキル基、炭素原子数７ないし１５のフェニルアルキル基、
フェニル基もしくは、１ないし３個の炭素原子数１ないし４のアルキル基によってフェニ
ル環上で置換された該フェニル基もしくは該フェニルアルキル基を表し；もしくはＥ2は
１個もしくはそれ以上の－ＯＨ、－ＯＣＯＥ11、－ＮＨ2もしくは－ＮＨＣＯＥ11もしく
はそれらの混合物によって置換された炭素原子数１ないし２４の上記アルキル基もしくは
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炭素原子数２ないし１８の上記アルケニル基、もしくは１個もしくはそれ以上の－Ｏ－に
よって中断されかつ未置換もしくは１個もしくはそれ以上の－ＯＨによって置換され得る
上記アルキル基もしくは上記アルケニル基を表す。）で表されるものであるか、もしくは
式中、Ｇ1は水素原子を表し、
Ｇ2はＣＦ3－を表し、
Ｅ1は水素原子、炭素原子数４ないし２４の直鎖もしくは分枝鎖アルキル基もしくは炭素
原子数７ないし１５のフェニルアルキル基を表し、
Ｅ2は上記で定義されたものを表す。）のベンゾトリアゾールである。
【００５８】
他の好ましい態様では、次式（ＩＩＡ）
【化３３】

（式中、Ｇ1は水素原子を表し、
Ｇ2はＣＦ3－を表し、
Ｅ1は水素原子、炭素原子数４ないし２４の直鎖もしくは分枝鎖アルキル基、もしくは炭
素原子数７ないし１５のフェニルアルキル基を表し、
Ｅ5は－ＯＥ6もしくは－ＮＥ7Ｅ8を表し、
Ｅ6は水素原子、未置換もしくは１個もしくはそれ以上のＯＨ基によって置換された炭素
原子数１ないし２４の直鎖もしくは分枝鎖アルキル基を表し、もしくは－ＯＥ6は－（Ｏ
ＣＨ2ＣＨ2）WＯＨもしくは－（ＯＣＨ2ＣＨ2）WＯＥ21を表し、ここでｗは１ないし１２
を表し、およびＥ21は炭素原子数１ないし１２のアルキル基を表し、および
Ｅ7およびＥ8は独立して、水素原子、炭素原子数１ないし１８のアルキル基、－Ｏ－、－
Ｓ－、もしくは－ＮＥ11－によって中断された炭素原子数３ないし１８の直鎖もしくは分
枝鎖アルキル基、炭素原子数５ないし１２のシクロアルキル基、炭素原子数６ないし１４
のアリール基もしくは炭素原子数１ないし３のヒドロキシルアルキル基を表すか、もしく
はＥ7およびＥ8はＮ原子と一緒になってピロリジン、ピペリジン、ピペラジンもしくはモ
ルホリン環を表す。）
のベンゾトリアゾールである。
【００５９】
特に好ましい態様では、次式（ＩＩＩＡ）
【化３４】

（式中、Ｇ2はＣＦ3を表し、
Ｇ2'は水素原子もしくはＣＦ3を表し、
Ｅ2およびＥ2'は独立して、炭素原子数１ないし２４の直鎖もしくは分枝鎖アルキル基、
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炭素原子数２ないし１８の直鎖もしくは分枝鎖アルケニル基、炭素原子数５ないし１２の
シクロアルキル基、炭素原子数７ないし１５のフェニルアルキル基、フェニル基もしくは
、１ないし３個の炭素原子数１ないし４のアルキル基によってフェニル環上で置換された
該フェニル基もしくは該フェニルアルキル基を表し；およびＬはメチレンを表す。）のベ
ンゾトリアゾールである。
【００６０】
好ましくはベンゾトリアゾールは
（ａ） ５－トリフルオロメチル－２－（２－ヒドロキシ－３－α－クミル－５－第三オ
クチルフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、
（ｂ） ５－トリフルオロメチル－２－（２－ヒドロキシ－５－第三－オクチルフェニル
）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、
（ｃ） ５－トリフルオロメチル－２－（２－ヒドロキシ－３，５－ジ－第三－オクチル
フェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、
（ｄ） ２，２’－メチレン－ビス［６－（５－トリフルオロメチル－２Ｈ－ベンゾトリ
アゾール－２－イル）－４－第三オクチルフェノール］、
（ｅ） メチレン－２－［４－第三オクチル－６－（２Ｈ－ベンゾトリアゾール－２－イ
ル）フェノール］－２’－［４－第三オクチル－６－（５－トリフルオロメチル－２Ｈ－
ベンゾトリアゾール－２－イル）フェノール］、
（ｆ） ３－（５－トリフルオロメチル－２Ｈ－ベンゾトリアゾール－２－イル）－５－
第三ブチル－４－ヒドロキシヒドロ桂皮酸、
（ｇ） メチル３－（５－トリフルオロメチル－２Ｈ－ベンゾトリアゾール－２－イル）
－５－第三ブチル－４－ヒドロキシヒドロシンナメート、
（ｈ） イソオクチル３－（５－トリフルオロメチル－２Ｈ－ベンゾトリアゾール－２－
イル）－５－第三ブチル－４－ヒドロキシヒドロシンナメート、
（ｉ） ５－トリフルオロメチル－２－［２－ヒドロキシ－５－（３－ヒドロキシプロピ
ル）フェニル］－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、
（ｊ） ５－ブチルスルホニル－２－（２－ヒドロキシ－３－α－クミル－５－第三オク
チルフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、
（ｋ） ５－オクチルスルホニル－２－（２－ヒドロキシ－３，５－ジα－クミルフェニ
ル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、
（ｌ） ５－ドデシルスルホニル－２－（２－ヒドロキシ－３，５－ジ第三ブチルフェニ
ル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、
（ｍ）５－オクチルスルホニル－２－（２－ヒドロキシ－３，５－ジ第三オクチルフェニ
ル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、
（ｎ） ５－トリフルオロメチル－２－（２－ヒドロキシ－３－α－クミル－５－第三ブ
チルフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、
（ｏ） ５－トリフルオロメチル－２－（２－ヒドロキシ－３－α－クミル－５－ノニル
フェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、
（ｐ） ５－トリフルオロメチル－２－［２－ヒドロキシ－３－α－クミル－５－（２－
ヒドロキシエチル）フェニル］－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、
（ｑ） ５－トリフルオロメチル－２－［２－ヒドロキシ－３－α－クミル－５－（３－
ヒドロキシプロピル）フェニル］－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、
（ｒ） ５－トリフルオロメチル－２－（２－ヒドロキシ－３，５－ジ第三アミルフェニ
ル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、
（ｓ） ５－トリフルオロメチル－２－（２－ヒドロキシ－３，５－ジ第三ブチルフェニ
ル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、
（ｔ） ５－トリフルオロメチル－２－（２－ヒドロキシ－３－ドデシル－５－メチルフ
ェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、
（ｕ） ５－トリフルオロメチル－２－［２－ヒドロキシ－３－第三ブチル－５－（３－
ヒドロキシプロピル）フェニル］－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、
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（ｖ） ５－トリフルオロメチル－２－［２－ヒドロキシ－３－第三ブチル－５－（２－
ヒドロキシエチル）フェニル］－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、
（ｗ） ５－トリフルオロメチル－２－［２－ヒドロキシ－５－（２－ヒドロキシエチル
）フェニル］－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、
（ｘ）５－トリフルオロメチル－２－（２－ヒドロキシ－３，５－ジα－クミルフェニル
）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、
（ｙ）５－フルオロ－２－（２－ヒドロキシ－３，５－ジ－α－クミルフェニル）－２Ｈ
－ベンゾトリアゾール、
（ｚ）５－ブチルスルホニル－２－（２－ヒドロキシ－３，５－ジ－α－クミルフェニル
）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、
（ａａ）５－ブチルスルホニル－２－（２－ヒドロキシ－３，５－ジ第三ブチルフェニル
）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、
（ｂｂ）５－ブチルスルホニル－２－（２－ヒドロキシ－３，５－ジ第三オクチルフェニ
ル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、
（ｃｃ）５－フェニルスルホニル－２－（２－ヒドロキシ－３，５－ジ第三ブチルフェニ
ル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、
（ｄｄ）５－クロロ－２－（２－ヒドロキシ－３，５－ジ－α－クミルフェニル）－２Ｈ
－ベンゾトリアゾール、
（ｅｅ）５－クロロ－２－（２－ヒドロキシ－３－α－クミル－５－第三－オクチルフェ
ニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、
（ｆｆ）イソオクチル３－（５－クロロ－２Ｈ－ベンゾトリアゾール－２－イル）－５－
第三－ブチル－４－ヒドロキシヒドロシンナメートおよび
（ｇｇ）２－（２－ヒドロキシ－３－α－クミル－５－第三－オクチルフェニル）－２Ｈ
－ベンゾトリアゾール
である化合物である。
【００６１】
最も好ましくは、特に興味深いベンゾトリアゾールは
（ａ） ５－トリフルオロメチル－２－（２－ヒドロキシ－３－α－クミル－５－第三－
オクチルフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、
（ｂ） ５－トリフルオロメチル－２－（２－ヒドロキシ－５－第三－オクチルフェニル
）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、
（ｃ） ５－トリフルオロメチル－２－（２－ヒドロキシ－３，５－ジ－第三－オクチル
フェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、
（ｇ） メチル３－（５－トリフルオロメチル－２Ｈ－ベンゾトリアゾール－２－イル）
－５－第三－ブチル－４－ヒドロキシヒドロシンナメート、
（ｊ） ５－ブチルスルホニル－２－（２－ヒドロキシ－３－α－クミル－５－第三－オ
クチルフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、
（ｎ） ５－トリフルオロメチル－２－（２－ヒドロキシ－３－α－クミル－５－第三ブ
チルフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、
（ｓ） ５－トリフルオロメチル－２－（２－ヒドロキシ－３，５－ジ第三ブチルフェニ
ル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、
（ｘ）５－トリフルオロメチル－２－（２－ヒドロキシ－３，５－ジ－α－クミルフェニ
ル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、
（ａａ）５－ブチルスルホニル－２－（２－ヒドロキシ－３，５－ジ－第三－ブチルフェ
ニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、および
（ｃｃ）５－フェニルスルホニル－２－（２－ヒドロキシ－３，５－ジ－第三－ブチルフ
ェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール
である。
【００６２】
本発明の耐久性トリス－アリール－ｓ－トリアジンはチヌビン（登録商標；Ｔｉｎｕｖｉ
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ｎ）４００、チバ　スペシャルケミカルス社、およびシアソーブ（登録商標；Ｃｙａｓｏ
ｒｂ）１１６４、シテック社のような４，６－ビス－（２，４－ジメチルフェニル）－２
－（２，４－ジヒドロキシフェニル）－ｓ－トリアジンに基づいた典型的な市販の紫外線
吸収剤であるかもしくは例えば米国特許第５，５５６，９７３号公報および５，３５４，
７９４号公報に開示されているようなレッド－シフトされたｓ－トリアジンであるか、も
しくは同時係属出願特許番号０９／３８３，１６３で開示されているような高モル吸光ｓ
－トリアジンである。
【００６３】
成分（ｂ）のｓ－トリアジン紫外線吸収剤は、次式（ＩＶ）、（Ｖ）、（ＶＩ）、（ＶＩ
Ｉ）、（ＶＩＩＩ）もしくは（ＩＸ）
【化３５】

（式中、ＸおよびＹは独立して、フェニル基、ナフチル基もしくは、１ないし３個の炭素
原子数１ないし６のアルキル基、ハロゲン原子、ヒドロキシ基もしくは炭素原子数１ない
し６のアルコキシ基もしくはそれらの混合物によって置換された該フェニル基もしくは該
ナフチル基を表すか；もしくは、ＸおよびＹは独立して、Ｚ1もしくはＺ2を表し、；
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５ないし１２のシクロアルキル基、炭素原子数７ないし１５のフェニルアルキル基、ハロ
ゲン原子、－ＳＲ3、－ＳＯＲ3、もしくは－ＳＯ2Ｒ3；もしくは１ないし３個のハロゲン
原子、－Ｒ4、－ＯＲ5、－Ｎ（Ｒ5）2、－ＣＯＲ5、－ＣＯＯＲ5、－ＯＣＯＲ5、－ＣＮ
、－ＮＯ2、－ＳＲ5、－ＳＯＲ5、－ＳＯ2Ｒ5もしくは－Ｐ（Ｏ）（ＯＲ5）2、モルホリ
ニル基、ピペリジニル基、２，２，６，６，－テトラメチルピペリジニル基、ピペラジニ
ル基もしくはＮ－メチルピペリジニル基もしくはそれらの組合せによって置換された該ア
ルキル基、該シクロアルキル基、もしくは該フェニルアルキル基；もしくは１ないし４個
のフェニレン基、－Ｏ－、－ＮＲ5－、－ＣＯＮＲ5－、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－もしくは
－ＣＯ基もしくはその組合せによって中断された該アルキル基もしくは該シクロアルキル
基；もしくは上記で言及した基の組合せによって置換および中断された該アルキル基もし
くは該シクロアルキル基を表し；
Ｒ3は炭素原子数１ないし２０のアルキル基、炭素原子数３ないし１８のアルケニル基、
炭素原子数５ないし１２のシクロアルキル基、炭素原子数７ないし１５のフェニルアルキ
ル基、炭素原子数６ないし１０のアリール基もしくは、１ないし２個の炭素原子数１ない
し４のアルキル基によって置換された該アリール基を表し、Ｒ4は炭素原子数６ないし１
０のアリール基もしくは、１ないし３個のハロゲン原子、炭素原子数１ないし８のアルキ
ル基、炭素原子数１ないし８のアルコキシ基もしくはそれらの組合せによって置換された
該アリール基；炭素原子数５ないし１２のシクロアルキル基；炭素原子数７ないし１５の
フェニルアルキル基もしくは１ないし３個のハロゲン原子、炭素原子数１ないし８のアル
キル基、炭素原子数１ないし８のアルコキシ基もしくはそれらの組合せによってフェニル
環上で置換された該フェニルアルキル基；もしくは炭素原子数２ないし１８の直鎖もしく
は分枝鎖アルケニル基を表し；
Ｒ5はＲ4で表されたように定義されるか；もしくはＲ5はまた水素原子もしくは炭素原子
数１ないし２４の直鎖もしくは分枝鎖アルキル基、炭素原子数２ないし２４のアルケニル
基をも表すか；もしくはＲ5は次式
【化３６】

ここでＴは水素原子、オキシル基、ヒドロキシル基、－ＯＴ1、炭素原子数１ないし２４
のアルキル基、１ないし３個のヒドロキシ基によって置換された該アルキル基；ベンジル
基もしくは炭素原子数２ないし１８のアルカノイル基を表し；Ｔ1は炭素原子数１ないし
２４のアルキル基、炭素原子数５ないし１２のシクロアルキル基、炭素原子数２ないし２
４のアルケニル基、炭素原子数５ないし１２のシクロアルケニル基、炭素原子数７ないし
１５のフェニルアルキル基、炭素原子数７ないし１２の飽和もしくは不飽和二環式もしく
は三環式炭化水素基、もしくは炭素原子数６ないし１０のアリール基、もしくは１ないし
３個の炭素原子数１ないし４のアルキル基によって置換された該アリール基を表し；Ｒ2

は水素原子、炭素原子数１ないし２４の直鎖もしくは分枝鎖アルキル基、炭素原子数５な
いし１２のシクロアルキル基、；もしくは１ないし４個のハロゲン原子、エポキシ基、グ
リシジルオキシ基、フリルオキシ基、－Ｒ4、－ＯＲ5、－Ｎ（Ｒ5）2、－ＣＯＮ（Ｒ5）2

、－ＣＯＲ5、－ＣＯＯＲ5、－ＯＣＯＲ5、－ＯＣＯＣ（Ｒ5）＝Ｃ（Ｒ5）2、－Ｃ（Ｒ5

）＝ＣＣＯＯ（Ｒ5）－、－ＣＮ、－ＮＣＯもしくは次式
【化３７】
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、もしくはそれらの組合せによって置換された該アルキル基もしくは該シクロアルキル基
；もしくは１ないし４個のエポキシ基、－Ｏ－、－ＮＲ5、－ＣＯＮＲ5－、－ＣＯＯ－、
－ＯＣＯ－、－ＣＯ－、－Ｃ（Ｒ5）＝Ｃ（Ｒ5）ＣＯＯ－、－ＯＣＯＣ（Ｒ5）＝Ｃ（Ｒ5

）－、－Ｃ（Ｒ5）＝Ｃ（Ｒ5）－、フェニレン、もしくはＧが－Ｏ－、－Ｓ－、－ＳＯ2

－、－ＣＨ2－、もしくは－Ｃ（ＣＨ3）2－であるところのフェニレン－Ｇ－フェニレン
基もしくはそれらの組合せによって中断された該アルキル基もしくはシクロアルキル基、
もしくは上記で言及された基の組合せによって置換および中断された該アルキル基もしく
は該シクロアルキル基を表すか；もしくはＲ2は－ＳＯ2Ｒ3もしくは－ＣＯＲ5を表し；
Ｒ6は炭素原子数１ないし１８の直鎖もしくは分枝鎖アルキル基、炭素原子数２ないし１
２の直鎖もしくは分枝鎖アルケニル基、フェノキシ基、炭素原子数１ないし１２のアルキ
ルアミノ基、炭素原子数６ないし１２のアリールアミノ基、－Ｒ7ＣＯＯＨもしくは－Ｎ
Ｈ－Ｒ8－ＮＣＯを表し；
Ｒ7は炭素原子数２ないし１４のアルキレン基もしくはフェニレン基；
Ｒ8は炭素原子数２ないし２４のアルキレン基、フェニレン基、トリレン基、ジフェニル
メタン基もしくは次式
【化３８】

の基で表され、
Ｒ1'およびＲ1' 'は同じかもしくは異なり、およびＲ1によって定義されたものを表し；
Ｒ2'およびＲ2' 'は同じかもしくは異なり、およびＲ2によって定義されたものを表し；
Ｘ、Ｘ'、ＹおよびＹ'は、同じかもしくは異なり、およびＸおよびＹによって定義された
ものを表し；
ｔは０ないし９を表し；
Ｌは炭素原子数１ないし１２の直鎖もしくは分枝鎖アルキレン基、炭素原子数５ないし１
２のシクロアルキレン基もしくは、シクロへキシレン基もしくはフェニレン基によって置
換もしくは中断されたアルキレン基を表すか、；もしくはＬはベンジリデン基を表すか；
もしくはＬは－Ｓ－、－Ｓ－Ｓ－、－Ｓ－Ｅ－Ｓ－、－ＳＯ－、－ＳＯ2－、－ＳＯ－Ｅ
－ＳＯ－、－ＳＯ2－Ｅ－ＳＯ2－、ＣＨ2－ＮＨ－Ｅ－ＮＨ－ＣＨ2－もしくは次式
【化３９】

を表し、
Ｅは、炭素原子数２ないし１２のアルキレン基、炭素原子数５ないし１２のシクロアルキ
レン基、もしくは炭素原子数５ないし１２のシクロアルキレン基によって中断もしくは停
止されたアルキレンを表し；
ｎは、２，３もしくは４を表し；
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ｎが２の場合；Ｑは炭素原子数２ないし１６の直鎖もしくは分枝鎖アルキレン基；もしく
は１ないし３個のヒドロキシ基によって置換された上記アルキレン基；もしくは１ないし
３個の－ＣＨ＝ＣＨ－もしくは－Ｏ－によって中断された上記アルキレン基；もしくは上
記で言及した基の組合せにより置換および中断された上記アルキレン基を表すか；もしく
はＱはキシリレンもしくは基－ＣＯＮＨ－Ｒ8－ＮＨＣＯ－、－ＣＨ2ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ2

Ｏ－Ｒ9－ＯＣＨ2ＣＨ（ＯＨ）ＣＨ2－、－ＣＯ－Ｒ10－ＣＯ－、もしくはｍが１ないし
３表すところの－（ＣＨ2）m－ＣＯＯ－Ｒ11－ＯＯＣ－（ＣＨ2）m－を表すか；もしくは
Ｑは、次式
【化４０】

を表し、
Ｒ9は炭素原子数２ないし５０のアルキレン基；もしくは１ないし１０個の－Ｏ－、フェ
ニレン基もしくはＧが－Ｏ－、－Ｓ－、－ＳＯ2－、－ＣＨ2－、もしくは－Ｃ（ＣＨ3）2

－であるところの基－フェニレン－Ｇ－フェニレンで中断された上記アルキレン基を表し
；
Ｒ10は炭素原子数２ないし１０のアルキレンもしくは１ないし４個の－Ｏ－、－Ｓ－、も
しくは－ＣＨ＝ＣＨ－によって中断された上記アルキレンを表すか；もしくはＲ10は炭素
原子数６ないし１２のアリーレンを表し；
Ｒ11は炭素原子数２ないし２０のアルキレン基もしくは１ないし８個の－Ｏ－によって中
断された上記アルキレン基を表し、；
ｎが３の場合、Ｑは基－［（ＣＨ2）mＣＯＯ］3－Ｒ12を表し、ここでｍは１ないし３を
表し、Ｒ12は炭素原子数３ないし１２のアルカントリイル基を表し、
ｎが４の場合、Ｑは基－［（ＣＨ2）mＣＯＯ］4－Ｒ13を表し、ここでｍは１ないし３を
表し、Ｒ14は炭素原子数４ないし１２のアルカンテトライル基を表し；
Ｚ1は次式
【化４１】

の基を表し、
Ｚ2は次式
【化４２】
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Ｒ14、Ｒ15、Ｒ16、Ｒ17、Ｒ18、Ｒ19、Ｒ20、Ｒ21、Ｒ22およびＲ23は互いに独立して水
素原子、ヒドロキシ基、シアノ基、炭素原子数１ないし２０のアルキル基、炭素原子数１
ないし２０のアルコキシ基、炭素原子数７ないし１５のフェニルアルキル基、炭素原子数
５ないし１２のシクロアルキル基、炭素原子数５ないし１２のシクロアルコキシ基、ハロ
ゲン原子、炭素原子数１ないし５のハロアルキル基、スルホ基、カルボキシ基、炭素原子
数２ないし１２のアシルアミノ基、炭素原子数２ないし１２のアシルオキシ基、炭素原子
数２ないし１２のアルコキシカルボニル基、もしくはアミノカルボニル基を表すか；もし
くはＲ17およびＲ18もしくはＲ22およびＲ23はそれらが結合しているフェニル基と一緒に
なって、１ないし３個の－Ｏ－もしくは－ＮＲ5－によって中断された環式基を表す。）
であり、但し式（ＩＶ）の化合物は４，６ジフェニル－２－（４－ヘキシルオキシ－２－
ヒドロキシフェニル）－ｓ－トリアジンを表さない。
種々の置換基の例はすでに上記してある。
【００６４】
好ましくは、本発明は式（ＩＶ）
（式中ＸおよびＹは同じかもしくは異なり、およびフェニル基であるかもしくは１ないし
３個の炭素原子数１ないし６のアルキル基、ハロゲン原子もしくはヒドロキシ基もしくは
炭素原子数１ないし１２のアルコキシ基によって置換された該フェニル基；もしくはＸお
よびＹは、Ｚ1もしくはＺ2を表し、
Ｒ1は水素原子、炭素原子数１ないし２４の直鎖もしくは分枝鎖アルキル基、炭素原子数
５ないし１２のシクロアルキル基、炭素原子数７ないし１５のフェニルアルキル基もしく
はハロゲン原子を表し、
Ｒ2は水素原子、炭素原子数１ないし２４の直鎖もしくは分枝鎖アルキル基、炭素原子数
５ないし１２のシクロアルキル基；もしくは１ないし３個の－Ｒ4、－ＯＲ5、－ＣＯＯＲ

5、－ＯＣＯＲ5、もしくはそれらの組合せによって置換された該アルキル基もしくは該シ
クロアルキル基；もしくは１ないし３個のエポキシ基、－Ｏ－、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－
、もしくは－ＣＯ－によって中断された該アルキル基もしくは該シクロアルキル基を表し
、
Ｒ4は炭素原子数６ないし１０のアリール基もしくは、１ないし３個のハロゲン原子、炭
素原子数１ないし８のアルキル基、炭素原子数１ないし８のアルコキシ基もしくはそれら
の組合せによって置換された該アリール基；炭素原子数５ないし１２のシクロアルキル基
；炭素原子数７ないし１５のフェニルアルキル基もしくは１ないし３個のハロゲン原子、
炭素原子数１ないし８のアルキル基、炭素原子数１ないし８のアルコキシ基もしくはそれ
らの組合せによってフェニル環上で置換された該フェニルアルキル基を表し；
Ｒ5はＲ4で表されたように定義されるか；もしくはＲ5はまた水素原子もしくは炭素原子
数１ないし２４の直鎖もしくは分枝鎖アルキル基をも表し；
Ｚ1は次式
【化４３】

の基を表し、
Ｚ2は次式
【化４４】
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Ｒ14、Ｒ15、Ｒ16、Ｒ17、Ｒ18、Ｒ19、Ｒ20、Ｒ21、Ｒ22およびＲ23は互いに独立して水
素原子、ヒドロキシ基、シアノ基、炭素原子数１ないし２０のアルキル基、炭素原子数１
ないし２０のアルコキシ基、炭素原子数７ないし１５のフェニルアルキル基、炭素原子数
５ないし１２のシクロアルキル基、炭素原子数５ないし１２のシクロアルコキシ基、ハロ
ゲン原子、炭素原子数１ないし５のハロアルキル基、スルホ基、カルボキシ基、炭素原子
数２ないし１２のアシルアミノ基、炭素原子数２ないし１２のアシルオキシ基、炭素原子
数２ないし１２のアルコキシカルボニル基、もしくはアミノカルボニル基を表す。）の化
合物に関するが、但し式（ＩＶ）の化合物は４，６－ジフェニル－２－（４－ヘキシルオ
キシ－２－ヒドロキシフェニル）－ｓ－トリアジンを表さない。
【００６５】
好ましくは、ｓ－トリアジン紫外線吸収剤はまた、式（Ｖ）（式中、Ｘがフェニル基、ナ
フチル基もしくは、１ないし３個の炭素原子数１ないし６のアルキル基、ハロゲン原子、
ヒドロキシ基もしくは炭素原子数１ないし６のアルコキシ基もしくはそれらの混合物によ
って置換された該フェニル基もしくは該ナフチル基を表すか；もしくは、ＸはＺ1を表す
。）で表されるものである。
【００６６】
好ましくは、ｓ－トリアジン紫外線吸収剤はまた式（ＶＩ）で表されるものである。
【００６７】
好ましくは、ｓ－トリアジン紫外線吸収剤はまた式（ＩＸ）
（式中、ＸおよびＹは独立して、フェニル基、もしくは１ないし３個の炭素原子数１ない
し６のアルキル基、ハロゲン原子、ヒドロキシ基もしくは炭素原子数１ないし６のアルコ
キシ基もしくはそれらの混合物によって置換された該フェニル基を表すか；もしくは、Ｘ
およびＹは独立して、Ｚ1もしくはＺ2を表し；およびＬは炭素原子数１ないし１２の直鎖
もしくは分枝鎖アルキレン基、炭素原子数５ないし１２のシクロアルキレンもしくは、シ
クロへキシレンもしくはフェニレンによって置換もしくは中断されたアルキレンを表す。
）で表される。
【００６８】
最も好ましくは、本発明のｓ－トリアジン紫外線吸収剤は、式（ＩＶ）（式中、Ｘおよび
Ｙは同じかもしくは異なり、およびフェニル基であるかもしくは１ないし３個の炭素原子
数１ないし６のアルキル基によって置換された該フェニル基；Ｚ1もしくはＺ2を表し；
Ｒ1は水素原子、炭素原子数７ないし１５のフェニルアルキル基を表し；
Ｒ2は水素原子、炭素原子数１ないし１８の直鎖もしくは分枝鎖アルキル基；もしくは１
ないし３個の－Ｒ4、－ＯＲ5もしくはそれらの混合物によって置換された該アルキル基；
もしくは１ないし８個の－Ｏ－、もしくは－ＣＯＯ－によって中断された該アルキル基を
表し；
Ｒ4は炭素原子数６ないし１０のアリール基を表し；
Ｒ5は水素原子を表し；
Ｚ1は次式
【化４５】
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Ｚ2は次式
【化４６】

の基を表し、
ここでｒ1およびｒ2は各々１を表し；
およびＲ14、Ｒ15、Ｒ16、Ｒ17、Ｒ18、Ｒ19、Ｒ20、Ｒ21、Ｒ22およびＲ23は各々水素原
子を表す。）で表され、但し式（ＩＶ）の化合物が４，６－ジフェニル－２－（４－ヘキ
シルオキシ－２－ヒドロキシフェニル）－ｓ－トリアジンを表さない。
【００６９】
好ましくは、本発明のｓ－トリアジン紫外線吸収剤は、
【化４７】
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である化合物である。
【００７０】
上記で与えられた構造で図示された本化合物の名前を、以下に列挙する。
（１）２，４－ビス（４－ビフェニルイル）－６－（２－ヒドロキシ－４－オク
チルオキシカルボニルエチリデンオキシフェニル）－ｓ－トリアジン、
（２）２－フェニル－４－［２－ヒドロキシ－４－（３－第二－ブチルオキシ－
２－ヒドロキシプロピルオキシ）フェニル］－ｓ－トリアジン、
（３）２，４－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－６－［２－ヒドロキシ－４
－（３－ベンジルオキシ－２－ヒドロキシプロピルオキシ）フェニル）－
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ｓ－トリアジン、
（４）２，４－ビス（２－ヒドロキシ－４－ｎ－ブチルオキシフェニル）－６－
（２，４－ジ－ｎ－ブチルオキシフェニル）－ｓ－トリアジン、
（５）２，４－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－６－［２－ヒドロキシ－４
－（３－ノニルオキシ※－２－ヒドロキシプロピルオキシ）－５－α－ク
ミルフェニル］－ｓ－トリアジン（※はオクチルオキシ基、ノニルオキシ
基およびデシルオキシ基の混合物を示す。）、
（６）メチレンビス－｛２，４－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－６－［２
－ヒドロキシ－４－（３－ブチルオキシ－２－ヒドロキシプロポキシ）フ
ェニル）］－ｓ－トリアジン｝、５：４：１の比率で、３：５'、５：５
'および３：３'部分で架橋されたメチレン架橋二量体混合物、
（７）２，４，６－トリス（２－ヒドロキシ－４－イソオクチルオキシカルボニ
ルイソプロピリデンオキシフェニル）－ｓ－トリアジン、
（８）２，４－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－６－（２－ヒドロキシ－４
－ヘキシルオキシ－５－α－クミルフェニル）－ｓ－トリアジン、
（９）２，４－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－６－（２－ヒドロキシ－４
－オクチルオキシフェニル）－ｓ－トリアジン、シアソーブ（登録商標；
ＣＹＡＳＯＲＢ）１１６４、サイテック（Ｃｙｔｅｃ）、
（１０）２－（２，４，６－トリメチルフェニル）－４，６－ビス［２－ヒドロキシ－４
－（３－ブチルオキシ－２－ヒドロキシプロピルオキシ）フェニル］－ｓ－トリアジン、
もしくは
（１１）２，４，６－トリス［２－ヒドロキシ－４－（３－第二－ブチルオキシ－２－ヒ
ドロキシプロピルオキシ）フェニル］－ｓ－トリアジン、
【００７１】
好ましくは、成分（ｂ）のｓ－トリアジン紫外線吸収剤は、
（１）２，４－ビス（４－ビフェニルイル）－６－（２－ヒドロキシ－４－オクチルオキ
シカルボニルエチリデンオキシフェニル）－ｓ－トリアジン
（５）２，４－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－６－［２－ヒドロキシ－４－（３－
ノニルオキシ※－２－ヒドロキシプロピルオキシ）－５－α－クミルフェニル］－ｓ－ト
リアジン（※はオクチルオキシ基、ノニルオキシ基およびデシルオキシ基の混合物を示す
。）もしくは、
（７）２，４，６－トリス（２－ヒドロキシ－４－イソオクチルオキシカルボニルイソプ
ロピリデンオキシフェニル）－ｓ－トリアジン
である。
【００７２】
成分（ｂ）の化合物もしくは化合物質の有効安定量は、好ましくはプラスチック容器もし
くはフィルムの重量に基づいて０．１ないし２０重量％である。
【００７３】
本発明の好ましい態様は、成分（ｂ）の安定剤の混合物、例えば、少なくとも１つのベン
ゾトリアゾールおよび少なくとも１つのｓ－トリアジンの混合物、もしくは２つもしくは
より多くのベンゾトリアゾールの、もしくは２つもしくはより多くのトリス－アリール－
ｓ－トリアジンの混合物が使用される場合である。成分（ｂ）の紫外線吸収剤は全て高い
耐久性を持つが、それらの置換型に基づく様々な紫外線吸収特徴を有する。紫外線吸収剤
の特異な組合せの選択によって、本発明の紫外線吸収特徴および組成物の色を最適化し得
る。
【００７４】
本発明の他の好ましい態様は、ここで記載された種類以外のベンゾトリアゾール紫外線吸
収剤が、成分（ｂ）の化合物もしくは化合物群に加えて使用される場合である。
【００７５】
特に好ましいのは、さらに２－（２－ヒドロキシ－３，５－ジ－α－クミル）－２Ｈ－ベ
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ンゾトリアゾール、５－クロロ－２－（２－ヒドロキシ－３－第三－ブチル－５－メチル
フェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、５－クロロ－２－（２－ヒドロキシ－３，５－
ジ－第三－ブチルフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾールおよび４，６－ジフェニル－２
－（４－ヘキシルオキシ－２－ヒドロキシフェニル）－ｓ－トリアジンからなる基から選
択された紫外線吸収剤の少なくとも１つを含むプラスチック容器もしくはフィルムである
。
【００７６】
好ましいのは、果物ジュース、ソフトドリンク、ビール、ワイン、肉、野菜、食料品、酪
農製品、個人ケア用品、化粧品、シャンプー、ビタミン剤、薬剤、インク、染料および顔
料からなる群から選択された該内容物のプラスチック容器もしくはフィルムである。
【００７７】
好ましいのは、各々の層が、ポリエステル、ポリオレフィン、ポリオレフィンコポリマー
、エチレン－酢酸ビニル、ポリスチレン、ポリ（塩化ビニル）、ポリ（塩化ビニリデン）
、ポリアミド、セルロース系誘導体、ポリカーボネート、エチレン－ビニルアルコール、
ポリ（ビニルアルコール）、ポリ（ビニルアルコール）コポリマー、スチレン－アクリロ
ニトリル、イオノマー、部分的に加水分解されたポリ（酢酸ビニル）、ポリ（エチレン－
コ－ビニルアルコール）、ポリ塩化ビニリデン、ポリウレタン、ＰＶＤＣおよびエポキシ
からなる群から選択された１つもしくはそれ以上のポリマーからなる硬質もしくは軟質な
単一もしくは多層の包装材料であるプラスチック容器もしくはフィルムである。
【００７８】
特に好ましいのは、少なくとも１つの層が、ポリ（エチレンテレフタレート）、ポリエチ
レンおよびポリプロピレンからなる群から選択されたポリマーからなるプラスチック容器
もしくはフィルムである。
【００７９】
また好ましくは、成分（ｂ）の紫外線吸収剤が該包装材料の外側表面にコーティングされ
た塗料中に配合されている包装材料である。
【００８０】
成分（ｂ）の化合物もしくは化合物群により安定化された本プラスチック容器もしくはフ
ィルムはまた、所望により、約０．０１ないし約１０重量％で；好ましくは約０．０２５
ないし約５重量％で、および最も好ましくは約０．１ないし約３重量％で、抗酸化剤、他
の紫外線吸収剤、立体障害アミン、ホスフィットもしくはホスホナイト、ヒドロキシルア
ミン、ニトロン、ベンゾフラン－２－オン、チオ相乗剤、ポリアミド安定剤、金属ステア
レート、核剤、充填剤、補強剤、滑剤、乳化剤、染料、顔料、蛍光増白剤、難燃剤、静電
防止剤、発泡剤等のような付加的な共添加剤を含み得る。
【００８１】
好ましいのは、抗酸化剤、他の紫外線吸収剤、立体障害アミン、ホスフィットもしくはホ
スホナイト、ヒドロキシルアミン、ニトロン、ベンゾフラン－２－オン、チオ相乗剤、ポ
リアミド安定剤、金属ステアレート、核剤、充填剤、補強剤、滑剤、乳化剤、染料、顔料
、蛍光増白剤、難燃剤、静電防止剤および発泡剤からなる群から選択された少なくとも１
つの共添加剤をさらに含むプラスチック容器もしくはフィルムである。
【００８２】
本発明の安定剤は、本容器もしくはフィルム組成物中に、それから成形物品を製造する前
のいかなる都合の良い段階で、慣用技術により容易に混入され得る。例えば、前記安定剤
が、乾燥粉体形態でポリマーに混合されてもよく、或いは前記安定剤の懸濁液もしくはエ
マルジョンが、前記ポリマーの溶液、懸濁液もしくはエマルジョンと混合されてもよい。
結果として安定化された本発明の組成物はまた、所望により、約０．０１ないし約１０重
量％、好ましくは約０．０２５％ないし約５重量％、および特に好ましくは約０．１ない
し約３重量％で、以下に列挙される材料のような様々な慣用安定共添加剤、もしくはそれ
らの混合物を所望により含み得る。
【００８３】
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酸化防止剤
１．１．アルキル化モノフェノール
例えば、２，６－ジ第三ブチル－４－メチルフェノール、
２－第三ブチル－４，６－ジメチルフェノール、
２，６－ジ第三ブチル－４－エチルフェノール、
２，６－ジ第三ブチル－４－ｎ－ブチルフェノール、
２，６－ジ第三ブチル－４－ｉ－ブチルフェノール、
２，６－ジシクロペンチル－４－メチルフェノ－ル、
２－（α－メチルシクロヘキシル）－４，６－ジメチルフェノール、
２，６－ジオクタデシル－４－メチルフェノ－ル、
２，４，６－トリシクロヘキシルフェノール、
２，６－ジ第三ブチル－４－メトキシメチルフェノール。
【００８４】
１．２．アルキル化ヒドロキノン
例えば、２，６－ジ第三ブチル－４－メトキシフェノール、
２，５－ジ第三ブチルヒドロキノン、
２，５－ジ第三アミルヒドロキノン、
２，６－ジフェニル－４－オクタデシルオキシフェノール。
【００８５】
１．３．ヒドロキシル化チオジフェニルエーテル
例えば、２，２’－チオビス（６－第三ブチル－４－メチルフェノール）、
２，２’－チオビス（４－オクチルフェノール）、
４，４’－チオビス（６－第三ブチル－３－メチルフェノール）、
４，４’－チオビス（６－第三ブチル－２－メチルフェノール）。
【００８６】
１．４．アルキリデンビスフェノール
例えば、２，２’－メチレンビス（６－第三ブチル－４－メチルフェノール）、
２，２’－メチレンビス（６－第三ブチル－４－エチルフェノール）、
２，２’－メチレンビス［４－メチル－６－（α－メチルシクロヘキシル）フェノール］
、
２，２’－メチレンビス（４－メチル－６－シクロヘキシルフェノール）、
２，２’－メチレンビス（６－ノニル－４－メチルフェノール）、
２，２’－メチレンビス［６－（α－メチルベンジル）－４－ノニルフェノール］、
２，２’－メチレンビス［６－（α，α－ジメチルベンジル）－４－ノニルフェノール］
、
２，２’－メチレンビス（４，６－ジ－第三ブチルフェノール）、
２，２’－エチリデンビス（４，６－ジ第三ブチルフェノール）、
２，２’－エチリデンビス（６－第三ブチル－４－イソブチルフェノール）、
４，４’－メチレンビス（２，６－ジ第三ブチルフェノール）、
４，４’－メチレンビス（６－第三ブチル－２－メチルフェノール）、
１，１－ビス（５－第三ブチル－４－ヒドロキシ－２－メチルフェニル）ブタン、
２，６－ジ（３－第三ブチル－５－メチル－２－ヒドロキシベンジル）－４－メチルフェ
ノール、
１，１，３－トリス（５－第三ブチル－４－ヒドロキシ－２－メチルフェニル）ブタン、
１，１－ビス（５－第三ブチル－４－ヒドロキシ－２－メチルフェニル）－３－ｎ－ドデ
シルメルカプトブタン、
エチレングリコール－ビス［３，３－ビス（３’－第三ブチル－４’ーヒドロキシフェニ
ル）ブチレート］、
ジ（３－第三ブチル－４ーヒドロキシ－５－メチルフェニル）ジシクロペンタジエン、
ジ［２－（３’－第三ブチル－２’－ヒドロキシ－５’－メチルベンジル）－６－第三ブ
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チル－４－メチルフェニル］テレフタレート。
【００８７】
１．５．ベンジル化合物
例えば、１，３，５－トリ（３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシベンジル）－２，４
，６－トリメチルベンゼン、
ジ（３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシベンジル）スルフィド、
３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシベンジル－メルカプト酢酸イソオクチルエステル
、
ビス（４－第三ブチル－３－ヒドロキシ－２，６－ジメチルベンジル）ジチオールテレフ
タレート、
１，３，５－トリス（３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシベンジル）イソシアヌレー
ト、
１，３，５－トリス（４－第三ブチル－３－ヒドロキシ－２，６－ジメチルベンジル）イ
ソシアヌレート、
３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシベンジル燐酸ジオクタデシルエステル、
３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシベンジル燐酸モノエチルエステルのカルシウム塩
。
【００８８】
１．６．アシルアミノフェノール
例えば、４－ヒドロキシラウリン酸アニリド、
４－ヒドロキシステアリン酸アニリド、
２，４－ビス－オクチルメルカプト－６－（３，５－第三ブチル－４－ヒドロキシアニリ
ノ）－ｓ－トリアジン、
オクチルＮ－（３，５－ジ－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル）カルバメート。
【００８９】
１．７．β－（３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオン酸と以下の
一価もしくは多価アルコールとのエステル
アルコールの例：メタノール、ジエチレングリコール、オクタデカノール、トリエチレン
グリコール、１，６－ヘキサンジオール、ペンタエリトリトール、ネオペンチルグリコー
ル、トリス－ヒドロキシエチルイソシアヌレート、チオジエチレングリコール、ジヒドロ
キシエチル蓚酸ジアミド、トリエタノールアミン、トリイソプロパノールアミン。
【００９０】
１．８．β－（５－第三ブチル－４－ヒドロキシ－３－メチルフェニル）プロピオン酸と
以下の一価もしくは多価アルコールとのエステル
アルコールの例：メタノール、ジエチレングリコール、オクタデカノール、トリエチレン
グリコール、１，６－ヘキサンジオール、ペンタエリトリトール、ネオペンチルグリコー
ル、トリス－ヒドロキシエチルイソシアヌレート、チオジエチレングリコール、ジヒドロ
キシエチル蓚酸ジアミド、トリエタノールアミン、トリイソプロパノールアミン。
【００９１】
１．９．β－（３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオン酸のアミド
例えば、Ｎ，Ｎ’－ジ（３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシフェニルプロピオニル）
ヘキサメチレンジアミン、
Ｎ，Ｎ’－ジ（３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシフェニルプロピオニル）トリメチ
レンジアミン、
Ｎ，Ｎ’－ジ（３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシフェニルプロピオニル）ヒドラジ
ン。
【００９２】
２．紫外線吸収剤及び光安定剤
２．１．２－（２’－ヒドロキシフェニル) ベンゾトリアゾール
例えば、５’－メチル－、３’，５’－ジ第三ブチル－、５’－第三ブチル－、５’－（
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１，１，３，３－テトラメチルブチル）－、５－クロロ－３’，５’－ジ第三ブチル－、
５－クロロ－３’－第三ブチル－５’－メチル－、３’－第二ブチル－５’－第三ブチル
－、４’－オクトキシ、３’，５’－ジ第三アミル－、３’，５’－ビス（α，α－ジメ
チルベンジル）－、３’－第三ブチル－５’－（２－（ω－ヒドロキシ－オクタ－（エチ
レンオキシ）カルボニル）エチル）－、３’－ドデシル－５’－メチル－、及び３’－第
三ブチル－５’－（２－オクチルオキシカルボニル）エチル－、及びドデシル化－５’－
メチル誘導体。
【００９３】
２．２．２－ヒドロキシベンゾフェノン
例えば、４－ヒドロキシ－、４－メトキシ－、４－オクトキシ－、４－デシルオキシ－、
４－ドデシルオキシ－、４－ベンジルオキシ－、４，２’，４’－トリヒドロキシ－及び
２’－ヒドロキシ－４，４’－ジメトキシ誘導体。
【００９４】
２．３．所望により置換された安息香酸エステル
例えば、フェニルサリチレート、４－第三ブチルフェニルサリチレート、オクチルフェニ
ルサリチレート、ジベンゾイルレゾルシノール、ビス（４－第三ブチルベンゾイル）レゾ
ルシノール、ベンゾイルレゾルシノール、３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシ安息香
酸２，４－ジ第三ブチルフェニルエステル及び３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシ安
息香酸ヘキサデシルエステル。
【００９５】
２．４．アクリレートおよびマロネート
例えば、α－シアノ－β, β－ジフェニルアクリル酸エチルエステルもしくはイソオクチ
ルエステル、α－カルボメトキシ桂皮酸メチルエステル、α－シアノ－β－メチル－ｐ－
メトキシ桂皮酸メチルエステルもしくはブチルエステル、α－カルボメトキシ－ｐ－メト
キシ桂皮酸メチルエステル、Ｎ－（β－カルボメトキシ－β－シアノビニル）－２－メチ
ル－インドリン。サンドボア－（登録商標；Ｓａｎｄｕｖｏｒ）ＰＲ２５、ジメチル－ｐ
－メトキシベンジリデンマロネート（ＣＡＳ＃７４４３－２５－６）およびサンドボア－
（登録商標；Ｓａｎｄｕｖｏｒ）ＰＲ３１、ジ（１，２，２，６，６，－ペンタメチルピ
ペリジン－４－イル）ｐ－メトキシベンジリデンマロネート（ＣＡＳ＃１４７７８３－６
９－５）
【００９６】
２．５．立体障害性アミン
例えば、ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジル）セバケート、ビス（１，２，
２，６，６－ペンタメチルピペリジル）セバケート、ｎ－ブチル－３，５－ジ第三ブチル
－４－ヒドロキシベンジルマロン酸ビス（１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジル
）エステル、１－ヒドロキシエチル－２，２，６，６－テトラメチル－４－ヒドロキシピ
ペリジンとコハク酸との縮合生成物、Ｎ，Ｎ’－（２，２，６，６－テトラメチルピペリ
ジル）ヘキサメチレンジアミンと４－第三オクチルアミノ－２，６－ジクロロ－ｓ－トリ
アジンとの縮合生成物、トリス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジル）ニトリロト
リアセテート、テトラキス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）－１，２
，３，４－ブタンテトラカルボキシレート、１，１’－（１，２－エタンジイル）－ビス
（３，３，５，５－テトラメチルピペラジノン）、ビス（１－オクチルオキシ－２，２，
６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）セバケート。
【００９７】
２．６．ヒドロキシ置換されたアルコキシ基によりＮ原子上で置換された立体障害性アミ
ン、
例えば、１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－４－オクタデカノイルオキシ
－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン、１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポ
キシ）－４－ヘキサデカノイルオキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン、１－
（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－４－ヒドロキシ－２，２，６，６－テトラ
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メチルピペリジン、１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－４－オキソ－２，
２，６，６－テトラメチルピペリジン、ビス（１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポ
キシ）－２，２，６，６－テトラメチルピペリジニ－４－イル）セバケート、ビス（１－
（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－２，２，６，６－テトラメチルピペリジニ
－４－イル）アジペート、ビス（１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－２，
２，６，６－テトラメチルピペリジニ－４－イル）スクシネート、ビス（１－（２－ヒド
ロキシ－２－メチルプロポキシ）－２，２，６，６－テトラメチルピペリジニ－４－イル
）グルタレート及び２，４－ビス｛Ｎ－［１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ
）－２，２，６，６－テトラメチルピペリジニ－４－イル］－Ｎ－ブチルアミノ｝－６－
（２－ヒドロキシエチルアミノ）－ｓ－トリアジンのような同時係属出願番号０９／２５
７，７１１で開示されたおよび関連部分が参考文献としてとしてここでもまた導入された
化合物。
【００９８】
２．７．蓚酸ジアミド
例えば、４，４’－ジオクチルオキシ－オキサニリド、２，２’－ジオクチルオキシ－５
，５’－ジ第三ブチル－オキサニリド、２，２’－ジドデシルオキシ－５，５’－ジ第三
ブチル－オキサニリド、２－エトキシ－２’－エチル－オキサニリド、Ｎ，Ｎ’－ビス（
３－ジメチルアミノプロピル）オキサルアミド、２－エトキシ－５－第三ブチル－２’－
エチルオキサニリド及び該化合物と２－エトキシ－２’－エチル－５，４’－ジ第三ブチ
ルオキサニリドとの混合物、及びｏ－及びｐ－メトキシ－オキサニリドの混合物並びにｏ
－及びｐ－エトキシ－二置換オキサニリドの混合物。
【００９９】
２．８．ヒドロキシフェニル－ｓ－トリアジン
例えば、２，６－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－４－（２－ヒドロキシ－４－オク
チルオキシフェニル）－ｓ－トリアジン、２，６－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－
４－（２，４－ジヒドロキシフェニル）－ｓ－トリアジン、２，４－ビス（２，４－ジヒ
ドロキシフェニル）－６－（４－クロロフェニル）－ｓ－トリアジン、２，４－ビス［２
－ヒドロキシ－４－（２－ヒドロキシ－エトキシ）フェニル］－６－（４－クロロフェニ
ル）－ｓ－トリアジン、２，４－ビス［２－ヒドロキシ－４－（２－ヒドロキシ－エトキ
シ）フェニル］－６－（２，４－ジメチルフェニル）－ｓ－トリアジン、２，４－ビス［
２－ヒドロキシ－４－（２－ヒドロキシ－エトキシ）フェニル］－６－（４－ブロモフェ
ニル）－ｓ－トリアジン、２，４－ビス［２－ヒドロキシ－４－（２－アセトキシエトキ
シ）フェニル］－６－（４－クロロフェニル）－ｓ－トリアジン、２，４－ビス（２，４
－ジヒドロキシフェニル）－６－（２，４－ジメチルフェニル）－ｓ－トリアジン。
【０１００】
３．ホスフィット及びホスホナイト
例えば、トリフェニルホスフィット、ジフェニルアルキルホスフィット、フェニルジアル
キルホスフィット、トリ（ノニルフェニル）ホスフィット、トリラウリルホスフィット、
トリオクタデシルホスフィット、ジステアリル－ペンタエリトリトールジホスフィット、
トリス（２，４－ジ第三ブチルフェニル）ホスフィット、ジイソデシルペンタエリトリト
ールジホスフィット、ジ（２，４，６－トリ第三ブチルフェニル）ペンタエリトリトール
ジホスフィット、ジ（２，４－ジ第三ブチル－６－メチルフェニル）ペンタエリトリトー
ルジホスフィット、ジ（２，４－ジ第三ブチルフェニル）ペンタエリトリトールジホスフ
ィット、トリステアリル－ソルビトールトリホスフィット、テトラキス（２，４－ジ第三
ブチルフェニル）－４，４’－ジフェニレンジホスホナイト。
【０１０１】
４．過酸化物を破壊する化合物
例えば、β－チオジプロピオン酸のエステル、例えば、ラウリル、ステアリル、ミリスチ
ルもしくはトリデシルエステル、メルカプト－ベンズイミダゾールもしくは２－メルカプ
ト－ベンズイミダゾールの亜鉛塩、亜鉛ジブチル－ジチオカルバメート、ジオクタデシル
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ジスルフィド、ペンタエリトリトールテトラキス（β－ドデシルメルカプト）プロピオネ
ート。
【０１０２】
５．ヒドロキシルアミン
例えば、Ｎ，Ｎ－ジベンジルヒドロキシルアミン、Ｎ，Ｎ－ジエチルヒドロキシルアミン
、Ｎ，Ｎ－ジオクチルヒドロキシルアミン、Ｎ，Ｎ－ジラウリルヒドロキシルアミン、Ｎ
，Ｎ－ジテトラデシルヒドロキシルアミン、Ｎ，Ｎ－ジヘキサデシルヒドロキシルアミン
、Ｎ，Ｎ－ジオクタデシルヒドロキシルアミン、Ｎ－ヘキサデシル－Ｎ－オクタデシルヒ
ドロキシルアミン、Ｎ－ヘプタデシル－Ｎ－オクタデシルヒドロキシルアミン、水素添加
された牛脂アミンから誘導されたＮ，Ｎ－ジアルキルヒドロキシルアミン。
【０１０３】
６．ニトロン
例えば、Ｎ－ベンジル－α－フェニルニトロン、Ｎ－エチル－α－メチルニトロン、Ｎ－
オクチル－α－ヘプチルニトロン、Ｎ－ラウリル－α－ウンデシルニトロン、Ｎ－テトラ
デシル－α－トリデシルニトロン、Ｎ－ヘキサデシル－α－ペンタデシルニトロン、Ｎ－
オクタデシル－α－ヘキサデシルニトロン、Ｎ－ヘキサデシル－α－ヘプタデシルニトロ
ン、Ｎ－オクタデシル－α－ペンタデシルニトロン、Ｎ－ヘプタデシル－α－ヘプタデシ
ルニトロン、Ｎ－オクタデシル－α－ヘキサデシルニトロン、水素添加された牛脂アミン
から誘導されたＮ，Ｎ－ジアルキルヒドロキシルアミンから誘導されたニトロン。
【０１０４】
８．アミンオキシド
例えば、米国特許第５，８４４，０２９号公報および同５，８８０，１９１号公報で開示
されているようなアミンオキシド誘導体、ジデシルメチルアミンオキシド、トリデシルア
ミンオキシド、トリドデシルアミンオキシドおよびトリヘキサデシルアミンオキシド。
【０１０５】
８．ポリアミド安定剤
例えば、沃化物及び／もしくは燐化合物及び二価マンガン塩と組み合わせた銅塩。
【０１０６】
９．塩基性補助安定剤
例えば、メラミン、ポリビニルピロリドン、ジシアンジアミド、トリアリルシアヌレート
、尿素誘導体、ヒドラジン誘導体、アミン、ポリアミド、ポリウレタン、高級脂肪酸のア
ルカリ金属塩及びアルカリ土類金属塩、例えばカルシウムステアレート、亜鉛ステアレー
ト、マグネシウムステアレート、ナトリウムリシノレート及びカリウムパルミテート、ア
ンチモンピロカテコレートもしくは亜鉛ピロカテココレート。
【０１０７】
１０．核剤
例えば、４－第三ブチル安息香酸、アジピン酸、ジフェニル酢酸。
【０１０８】
１１．充填剤及び強化剤
例えば、炭酸カルシウム、珪酸塩、ガラス繊維、アスベスト、タルク、陶土、雲母、硫酸
バリウム、金属酸化物及び水酸化物、カーボンブラック、黒鉛。
【０１０９】
１２．その他の添加剤
例えば、可塑剤、潤滑剤、乳化剤、顔料、蛍光増白剤、防炎加工剤、帯電防止剤、発泡剤
及びチオ相乗剤、例えば、ジラウリルチオジプロピオネートもしくはジステアリルチオジ
プロピオネート。
【０１１０】
１３．ベンゾフラノン及びインドリノン
例えば、ＵＳ－Ａ－４３２５８６３、ＵＳ－Ａ－４３３８２４４もしくはＵＳ－Ａ－５１
７５３１２、或いは３－［４－（２－アセトキシエトキシ）フェニル］－５，７－ジ第三



(34) JP 4681193 B2 2011.5.11

10

20

30

40

50

ブチルベンゾフラン－２－オン、５，７－ジ第三ブチル－３－［４－（２－ステアロイル
オキシエトキシ）フェニル］ベンゾフラン－２－オン、３，３’－ビス［５，７－ジ第三
ブチル－３－（４－［２－ヒドロキシエトキシ］フェニル）ベンゾフラン－２－オン］、
５，７－ジ第三ブチル－３－（４－エトキシフェニル）ベンゾフラン－２－オン、３－（
４－アセトキシ－３，５－ジメチルフェニル）－５，７－ジ第三ブチルベンゾフラン－２
－オン、３－（３，５－ジメチル－４－ピバロイルオキシフェニル）－５，７－ジ第三ブ
チルベンゾフラン－２－オン。
【０１１１】
上記１３に一覧表示されたベンゾフラノン以外の補助安定剤は、例えば、安定化すべき材
料の全重量に対して、０．０１ないし１０％の濃度で添加される。
【０１１２】
別の好ましい組成物は、成分(a) 及び成分(b) に加えて、別の添加剤、特にフェノール系
酸化防止剤、光安定剤もしくは加工安定剤を含む。
【０１１３】
特に好ましい添加剤は、フェノール系酸化防止剤、立体障害アミン、ホスフィット及びホ
スホナイト、紫外線吸収剤及び過酸化物を破壊する化合物である。
【０１１４】
更に特別に好ましい付加的な添加剤（安定剤）は、例えば、ＵＳ－Ａ－４３２５８６３、
ＵＳ－Ａ－４３３８２４４もしくはＵＳ－Ａ－５１７５３１２に記載されているようなベ
ンゾフラノン－２－オンである。
【０１１５】
特に重要なフェノール系酸化防止剤は、ｎ－オクタデシル３，５－ジ第三ブチル－４－ヒ
ドロキシヒドロシンナメート、ネオペンタンテトライルテトラキス（３，５－ジ第三ブチ
ル－４－ヒドロキシヒドロシンナメート）、ジｎ－オクタデシル３，５－ジ第三ブチル－
４－ヒドロキシベンジルホスホネート、１，３，５－トリス（３，５－ジ第三ブチル－４
－ヒドロキシベンジル）イソシアヌレート、チオジエチレンビス（３，５－ジ第三ブチル
－４－ヒドロキシヒドロシンナメート）、１，３，５－トリメチル－２，４，６－トリス
（３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシベンジル）ベンゼン、３，６－ジオキサオクタ
メチレンビス（３－メチル－５－第三ブチル－４－ヒドロキシヒドロシンナメート）、２
，６－ジ第三ブチル－ｐ－クレゾール、２，２’－エチリデン－ビス（４，６－ジ第三ブ
チルフェノール）、１，３，５－トリス（２，６－ジメチル－４－第三ブチル－３－ヒド
ロキシベンジル）イソシアヌレート、１，１，３－トリス（２－メチル－４－ヒドロキシ
－５－第三ブチルフェニル）ブタン、１，３，５－トリス［２－（３，５－ジ第三ブチル
－４－ヒドロキシヒドロシンナモイルオキシ）エチル］イソシアヌレート、３，５－ジ（
３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシベンジル）メシトール、ヘキサメチレンビス（３
，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシヒドロシンナメート）、１－（３，５－ジ第三ブチ
ル－４－ヒドロキシアニリノ）－３，５－ジ（オクチルチオ）－ｓ－トリアジン、Ｎ，Ｎ
’－ヘキサメチレン－ビス（３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシヒドロシンナムアミ
ド）、カルシウムビス（エチル３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシベンジル－ホスホ
ネート）、エチレンビス［３，３－ジ（３－第三ブチル－４－ヒドロキシフェニル）ブチ
レート］、オクチル３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシベンジルメルカプトアセテー
ト、ビス（３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシヒドロシンナモイル）ヒドラジド、Ｎ
，Ｎ’－ビス［２－（３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシヒドロシンナモイルオキシ
）エチル］オキサミド、２，４－ビス（オクチルチオメチル）－６－メチルフェノール、
並びに２，４－ビス（オクチルチオメチル）－６－第三ブチルフェノールからなる群から
選択される。
【０１１６】
最も好ましいフェノール系酸化防止剤は、ネオペンタンテトライルテトラキス（３，５－
ジ第三ブチル－４－ヒドロキシヒドロシンナメート）、ｎ－オクタデシル３，５－ジ第三
ブチル－４－ヒドロキシヒドロシンナメート、１，３，５－トリメチル－２，４，６－ト
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リス（３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシベンジル）ベンゼン、１，３，５－トリス
（３，５－ジ第三ブチル－４－ヒドロキシベンジル）イソシアヌレート、２，６－ジ第三
ブチル－ｐ－クレゾール、２，２’－エチリデン－ビス（４，６－ジ第三ブチルフェノー
ル）、２，４－ビス（オクチルチオメチル）－６－メチルフェノールもしくは２，４－ビ
ス（オクチルチオメチル）－６－第三ブチルフェノールである。
【０１１７】
特に重要な立体障害アミンは、ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イ
ル）セバケート、ビス（１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジン－４－イル）セバ
ケート、ジ（１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジン－４－イル）（３，５－ジ第
三ブチル－４－ヒドロキシベンジル）ブチルマロネート、４－ベンゾイル－２，２，６，
６－テトラメチルピペリジン、４－ステアリルオキシ－２，２，６，６－テトラメチルピ
ペリジン、３－ｎ－オクチル－７，７，９，９－テトラメチル－１，３，８－トリアザ－
スピロ［４．５］デカン－２，４－ジオン、トリス（２，２，６，６－テトラメチルピペ
リジン－４－イル）ニトリロトリアセテート、１，２－ビス（２，２，６，６－テトラメ
チル－３－オキソピペラジン－４－イル）エタン、２，２，４，４－テトラメチル－７－
オキサ－３，２０－ジアザ－２１－オキソジスピロ［５．１．１１．２］ヘンエイコサン
、２，４－ジクロロ－６－第三オクチルアミノ－ｓ－トリアジンと４，４’－へキサメチ
レンビス（アミノ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン）とのポリ縮合生成物、１
－（２－ヒドロキシエチル）－２，２，６，６－テトラメチル－４－ヒドロキシピペリジ
ンとコハク酸とのポリ縮合生成物、４，４’－へキサメチレンビス（アミノ－２，２，６
，６－テトラメチルピペリジン）と１，２－ジブロモエタンとのポリ縮合生成物、テトラ
キス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）１，２，３，４－ブタンテ
トラカルボキシレート、テトラキス（１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジン－４
－イル）１，２，３，４－ブタンテトラカルボキシレート、２，４－ジクロロ－６－モル
ホリノ－ｓ－トリアジンと４，４’－ヘキサメチレンビス（アミノ－２，２，６，６－テ
トラメチルピペリジン）とのポリ縮合生成物、Ｎ，Ｎ’，Ｎ”，Ｎ”’－テトラキス［（
４，６－ビス（ブチル－１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジン－４－イル）アミ
ノ－ｓ－トリアジン－２－イル］－１，１０－ジアミノ－４，７－ジアザデカン、混合さ
れた［２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル／β，β，β’，β’－テト
ラメチル－３，９－（２，４，８，１０－テトラオキサスピロ［５．５］ウンデカン）ジ
エチル］１，２，３，４－ブタンテトラカルボキシレート、混合された［１，２，２，６
，６－ペンタメチルピペリジン－４－イル／β，β，β’，β’－テトラメチル－３，９
－（２，４，８，１０－テトラオキサスピロ［５．５］ウンデカン）ジエチル］１，２，
３，４－ブタンテトラカルボキシレート、オクタメチレンビス（２，２，６，６－テトラ
メチルピペリジン－４－カルボキシレート）、４，４’－エチレンビス（２，２，６，６
－テトラメチルピペラジン－３－オン）、Ｎ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン
－４－イル－ｎ－ドデシルコハク酸イミド、Ｎ－１，２，２，６，６－ペンタメチルピペ
リジン－４－イル－ｎ－ドデシルコハク酸イミド、Ｎ－１－アセチル－２，２，６，６－
テトラメチルピペリジン－４－イルｎ－ドデシルコハク酸イミド、１－アセチル３－ドデ
シル－７，７，９，９－テトラメチル－１，３，８－トリアザスピロ［４．５］デカン－
２，４－ジオン、ジ（１－オクチルオキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－
４－イル）セバケート、ジ（１－シクロヘキシルオキシ－２，２，６，６－テトラメチル
ピペリジン－４－イル）スクシネート、１－オクチルオキシ－２，２，６，６－テトラメ
チル－４－ヒドロキシ－ピペリジン、ポリ｛６－第三オクチルアミノ－ｓ－トリアジン－
２，４－ジイル］［２－（１－シクロヘキシルオキシ－２，２，６，６－テトラメチルピ
ペリジン－４－イル）イミノ－ヘキサメチレン－［４－（１－シクロヘキシルオキシ－２
，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）イミノ］、２，４，６－トリス［Ｎ
－（１－シクロヘキシルオキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）
－ｎ－ブチルアミノ］－ｓ－トリアジン、２－（２－ヒドロキシエチル）アミノ－４，６
－ビス［Ｎ－（１－シクロヘキシルオキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－
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４－イル）－ｎ－ブチルアミノ］－ｓ－トリアジン、１，２－ビス（３，３，５，５－テ
トラメチルピペラジン－２－オン－１－イル）エタン、１，３，５－トリス｛Ｎ－シクロ
ヘキシル－Ｎ－［２－（３，３，５，５－テトラメチルピペラジン－２－オン－１－イル
）エチル］アミノ｝－ｓ－トリアジン、１，３，５－トリス｛Ｎ－シクロヘキシル－Ｎ－
［２－（３，３，４，５，５－ペンタメチルピペラジン－２－オン－１－イル）エチル］
アミノ｝－ｓ－トリアジン、２ないし４当量の２，４－ビス［（１－シクロヘキシル－２
，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）ブチルアミノ］－６－クロロ－ｓ－
トリアジンと１当量のＮ，Ｎ－ビス（３－アミノプロピル）エチレンジアミンとの反応物
、ビス［１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－２，２，６，６－テトラメチ
ルピペリジン－４－イル］セバケート、ビス［１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポ
キシ）－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル］グルタレートとビス［１
－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－２，２，６，６－テトラメチルピペリジ
ン－４－イル］アジペートとの混合物、４－ヒドロキシ－１－（２－ヒドロキシ－２－メ
チルプロポキシ）－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン並びに４－オクタデシルオ
キシ－１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－２，２，６，６－テトラメチル
ピペリジンからなる群から選択される。
【０１１８】
最も好ましい立体障害アミンは、ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－
イル）セバケート、ビス（１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジン－４－イル）セ
バケート、ジ（１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジン－４－イル）（３，５－ジ
第三ブチル－４－ヒドロキシベンジル）ブチルマロネート、１－（２－ヒドロキシエチル
）－２，２，６，６－テトラメチル－４－ヒドロキシピペリジンとコハク酸とのポリ縮合
生成物、２，４－ジクロロ－６－第三オクチルアミノ－ｓ－トリアジンと４，４’－へキ
サメチレンビス（アミノ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン）とのポリ縮合生成
物、Ｎ，Ｎ’，Ｎ”，Ｎ”’－テトラキス［（４，６－ビス（ブチル－１，２，２，６，
６－ペンタメチルピペリジン－４－イル）アミノ－ｓ－トリアジン－２－イル］－１，１
０－ジアミノ－４，７－ジアザデカン、ジ（１－オクチルオキシ－２，２，６，６－テト
ラメチルピペリジン－４－イル）セバケート、ジ（１－シクロヘキシルオキシ－２，２，
６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）スクシネート、１－オクチルオキシ－２，
２，６，６－テトラメチル－４－ヒドロキシ－ピペリジン、ポリ｛６－第三オクチルアミ
ノ－ｓ－トリアジン－２，４－ジイル］［２－（１－シクロヘキシルオキシ－２，２，６
，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）イミノ－ヘキサメチレン－［４－（１－シク
ロヘキシルオキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）イミノ］、２
，４，６－トリス［Ｎ－（１－シクロヘキシルオキシ－２，２，６，６－テトラメチルピ
ペリジン－４－イル）－ｎ－ブチルアミノ］－ｓ－トリアジン、２－（２－ヒドロキシエ
チル）アミノ－４，６－ビス［Ｎ－（１－シクロヘキシルオキシ－２，２，６，６－テト
ラメチルピペリジン－４－イル）－ｎ－ブチルアミノ］－ｓ－トリアジン、１，２－ビス
（３，３，５，５－テトラメチルピペラジン－２－オン－１－イル）エタン、１，３，５
－トリス｛Ｎ－シクロヘキシル－Ｎ－［２－（３，３，５，５－テトラメチルピペラジン
－２－オン－１－イル）エチル］アミノ｝－ｓ－トリアジン、１，３，５－トリス｛Ｎ－
シクロヘキシル－Ｎ－［２－（３，３，４，５，５－ペンタメチルピペラジン－２－オン
－１－イル）エチル］アミノ｝－ｓ－トリアジン、２ないし４当量の２，４－ビス［（１
－シクロヘキシルオキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）ブチル
アミノ］－６－クロロ－ｓ－トリアジンと１当量のＮ，Ｎ’－ビス（３－アミノプロピル
）エチレンジアミンとの反応物、ビス［１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）
－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル］セバケート、ビス［１－（２－
ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－
イル］グルタレートとビス［１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－２，２，
６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル］アジペートとの混合物、４－ヒドロキシ－
１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）－２，２，６，６－テトラメチルピペリ
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ジンもしくは４－オクタデシルオキシ－１－（２－ヒドロキシ－２－メチルプロポキシ）
－２，２，６，６－テトラメチルピペリジンからなる群から選択される。
【０１１９】
本発明の組成物は、ベンゾトリアゾール、ｓ－トリアジン、オキサニリド、ヒドロキシベ
ンゾフェノン、ベンゾエート、α－シアノアクリレート、マロネート、サリチレート、お
よびベンゾオキサジノン２，２'－ｐ－フェニレン－ビス（３，１－ベンゾオキサジン－
４－オン）、シアソーブ（登録商標；Ｃｙａｓｏｒｂ）３６３８（ＣＡＳ＃１８６００－
５９－４）、サイテック（Ｃｙｔｅｃ）社、からなる群から選択される他の紫外線吸収剤
を付加的に含んでよい。
【０１２０】
特に興味深い本組成物中の所望による共添加剤は、既知のベンゾトリアゾール紫外線吸収
剤および立体障害アミン化合物の類から選択されたものである。
本発明を以下の実施例で説明する。
本実施例では、以下の添加剤が使用された。
チヌビン（登録商標；Ｔｉｎｕｖｉｎ）３２７，５－クロロ－２－（２－ヒドロキシ－３
，５－ジ－第３－ブチルフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、
チマソーブ（登録商標；チマソーブ）８１，２－ヒドロキシ－４－オクチルオキシベンゾ
フェノンおよび
チヌビン（登録商標；Ｔｉｎｕｖｉｎ）９２８，３－α－クミル－２－ヒドロキシ－５－
ｔ－オクチルフェニル－２Ｈ－ベンゾトリアゾールおよび
（ａ）５－トリフルオロメチル－２－（２－ヒドロキシ－３－α－クミル－５－第三－オ
クチルフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール。
チヌビン（登録商標；Ｔｉｎｕｖｉｎ）３２７、チマソーブ（登録商標；チマソーブ）８
１およびチヌビン（登録商標；Ｔｉｎｕｖｉｎ）９２８はチバ　スペシヤリィティ　ケミ
カルズ（Ｃｉｂａ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｙ　Ｃｈｅｍｉｃａｉｓ）から入手できる。
【０１２１】
【実施例】
実施例１
ＰＥＴボトル
表１の紫外線吸収剤のＰＥＴ濃縮物（１０重量％）は、２７５℃のダイにおいて温度を操
作される２７ｍｍ二軸スクリュー押出し機上にエスタパック（Ｅａｓｔａｐａｋ）９９２
１Ｗ　ＰＥＴを使用して調製された。該濃縮物は、表１に示したような最終添加剤の量へ
樹脂に基づいて低下させられる。ＰＥＴは、プレフォームの前に少なくとも２４０°Ｆに
おいて４時間、減圧下で乾燥される。プレフォームは、結晶度に曇りのない部分を得るた
めに必要な最小射出温度および背圧を使用して単位穴アーバーグ（Ａｒｂｕｒｇ）成形機
上で成形された。ボトル吹込み成形は、上記したプレフォームを使用し、シデル（Ｓｉｄ
ｅｌ）ＳＢＯ２／３吹込み成形機を使用して行われた。０．０１５ないし０．０１６イン
チの厚みのボトル壁が得られた。
【表１】
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成形ボトルは、１６ないし２０オンスの水もしくは炭酸水型ペットボトルおよび２００ｍ
Ｌ咳止めシロップ型ＰＥＴボトルを表す。
【０１２２】
実施例２
透過百分率
透過百分率のデータが、実施例１に従って調製された２００ｍＬ咳止めシロップ型ＰＥＴ
ボトルから得られた。透過百分率は、配合１および５から調製されたボトルによって測定
され、そして以下の表で報告される。
【表２】

基本的に、本発明の紫外線吸収剤（ａ）を少量配合されたボトルで全ての損傷的紫外線が
遮断された。
【０１２３】
以下の実施例の暴露条件は、次の通りである。
試料は、冷白色蛍光灯（４０ワット）６列の下もしくは３６８ｎｍの波長を有する紫外線
ランプ６列の下において、テスト試料はランプの下１２インチ（３０．４８ｃｍ）の所で
暴露された。
【０１２４】
染料退色（もしくは変色）は、６インチ積算球体を有するマクベス　カラー　アイ（Ｍａ
ｃｈｂｅｔｈ　Ｃｏｌｏｒ　Ｅｙｅ）分光光度計で測定された。該条件は、；１０度観測
装置；Ｄ６５光源および８度視角である。
【０１２５】
初期着色測定は、上記パラメーターを使用して行われた。Ｌ、ａおよびｂの値は、ＣＩＥ
システムを使用して反射値から計算された。ＹＩ（黄色度指数）は、該Ｌ、ａおよびｂの
値から計算された。次の測定は、指定した間隔において測定された。デルタＬ、ａ、ｂお
よびＹＩ（黄色度指数）の値は、単純に初期値と各々の間隔においての該値の差である。
デルタ（Δ）Ｅは、次のように計算された：［（ΔＬ）2＋（Δａ）2＋（Δｂ）2］1/2＝
ΔＥ。低いΔＥは、より少ない変色を示しそして非常に望ましい。
【０１２６】
実施例３
市販のうがい液の色安定性
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市販のうがい液はリステリン（登録商標；Ｌｉｓｔｅｒｉｎｅ）歯石抑制消毒うがい液（
米国特許第５，８９１，４２２号公報）であり、それは、Ｆ＆ＤＣブルー（Ｂｌｕｅ）＃
１（ワーナー－ランバート　コンシュマー　ヘルスケア（Ｗａｒｎｅｒ－Ｌａｍｂｅｒｔ
　Ｃｏｎｓｕｍｅｒ　Ｈｅａｌｔｈｃａｒｅ）を含む。実施例１に従って調製された１６
オンスのＰＥＴボトル中に入っているうがい液の変色が、蛍光灯へ暴露された後に測定さ
れた。該ボトルは、最大の３／４（うがい液５００ｇ）まで満たされそしてふたがしっか
り締められた。該ボトルは、上記のように暴露された。配合１、２および４から調製され
たボトルのデルタＥ（ΔＥ）が測定された。
【表３】

これらのデータは、本発明の紫外線吸収剤が配合されたＰＥＴボトルが、慣用紫外線吸収
剤よりもより良く好ましくない変色から内容物を保護するということを示している。
【０１２７】
実施例４
市販のうがい液の色安定性
　市販のうがい液はリステリン（登録商標；Ｌｉｓｔｅｒｉｎｅ）歯石抑制消毒うがい液
（米国特許第５，８９１，４２２号公報）であり、それは、Ｆ＆ＤＣブルー（Ｂｌｕｅ）
＃１（ワーナー－ランバート　コンシュマー　ヘルスケア（Ｗａｒｎｅｒ－Ｌａｍｂｅｒ
ｔ　Ｃｏｎｓｕｍｅｒ　Ｈｅａｌｔｈｃａｒｅ）を含む。実施例１に従って調製された１
６オンスのＰＥＴボトル中に入っているうがい液の変色が、紫外線へ暴露された後に測定
された。該ボトルは、最大の３／４（うがい液５００ｇ）まで満たされ、そしてふたがし
っかり締められた。該ボトルは、上記のように暴露された。配合１、２および４から調製
されたボトルのデルタＥ（ΔＥ）が測定された。
【表４】

これらのデータは、本発明の紫外線吸収剤が配合されたＰＥＴボトルが、慣用紫外線吸収
剤よりもより良く好ましくない変色から内容物を保護するということを示している。
【０１２８】
実施例５
水性染料溶液の色安定性
市販の染料はファスト　グリーン（Ｆａｓｔ　Ｇｒｅｅｎ）ＦＣＦ（カラーインデックス
番号（Ｃ．Ｉ）４２０５３；食物緑（Ｆｏｏｄ　Ｇｒｅｅｎ）３）であり、シグマ－アル
ドリッチ（Ｓｉｇｍａ－Ａｌｄｒｉｃｈ）から購入した。実施例１に従って調製された１
６オンスのペットボトル中の溶液の変色が、蛍光灯へ暴露された後に測定された。該ボト
ルは２ｐｐｍ水性染料溶液５００ｇで最大の３／４まで満たされ、そしてふたがしっかり
締められた。該ボトルは、上記のように暴露された。配合１、２および４から調製された
ボトルのデルタＥ（ΔＥ）が測定された。
【表５】

これらのデータは、本発明の紫外線吸収剤が配合されたＰＥＴボトルが、慣用紫外線吸収
剤よりもより良く好ましくない変色から内容物を保護するということを示している。
【０１２９】
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実施例６
水性染料溶液の色安定性
市販の染料はファスト　グリーン（Ｆａｓｔ　Ｇｒｅｅｎ）ＦＣＦ（カラーインデックス
番号（Ｃ．Ｉ）４２０５３；食物緑（Ｆｏｏｄ　Ｇｒｅｅｎ）３）であり、シグマ－アル
ドリッチ（Ｓｉｇｍａ－Ａｌｄｒｉｃｈ）から購入した。実施例１に従って調製された１
６オンスのペットボトル中の溶液の変色が、紫外線へ暴露された後に測定された。該ボト
ルは２ｐｐｍ水性染料溶液５００ｇで最大の３／４まで満たされ、そしてふたがしっかり
締められた。該ボトルは、上記のように暴露された。配合１、２および４から調製された
ボトルのデルタＥ（ΔＥ）が測定された。
【表６】

これらのデータは、本発明の紫外線吸収剤が配合されたＰＥＴボトルが、慣用紫外線吸収
剤よりもより良く好ましくない変色から内容物を保護するということを示している。
【０１３０】
実施例７
市販のシャンプーの色安定性
市販のシャンプーはＤ＆Ｃオレンジ（Ｏｒａｎｇｅ）＃４（カラーインデックス番号（Ｃ
．Ｉ）１５５１０）およびＤ＆Ｃ赤（Ｒｅｄ）＃３３（カラーインデックス番号（Ｃ．Ｉ
）１７２００）を含んでいるスアブ（登録商標；Ｓｕａｖｅ）ストロベリー（Ｓｔｒａｗ
ｂｅｒｒｙ）シャンプーである。実施例１に従って調製された１６オンスのペットボトル
中のシャンプーの変色が、蛍光灯へ暴露された後に測定された。該ボトルは５００ｇのシ
ャンプーで最大の３／４まで満たされ、そしてふたがしっかり締められた。該ボトルは、
上記のように暴露された。配合１、２および４から調製されたボトルのデルタＥ（ΔＥ）
が測定された。
【表７】

これらのデータは、本発明の紫外線吸収剤が配合されたＰＥＴボトルが、慣用紫外線吸収
剤よりもより良く好ましくない変色から内容物を保護するということを示している。
【０１３１】
実施例８
市販のシャンプーの色安定性
市販のシャンプーはＤ＆Ｃオレンジ（Ｏｒａｎｇｅ）＃４（カラーインデックス番号（Ｃ
．Ｉ）１５５１０）およびＤ＆Ｃ赤（Ｒｅｄ）＃３３（カラーインデックス番号（Ｃ．Ｉ
）１７２００）を含んでいるスアブ（登録商標；Ｓｕａｖｅ）ストロベリー（Ｓｔｒａｗ
ｂｅｒｒｙ）シャンプーである。実施例１に従って調製された１６オンスのペットボトル
中のシャンプーの変色が、紫外線へ暴露された後に測定された。該ボトルは５００ｇのシ
ャンプーで最大の３／４まで満たされ、そしてふたがしっかり締められた。該ボトルは、
上記のように暴露された。配合１、２および４から調製されたボトルのデルタＥ（ΔＥ）
が測定された。
【表８】

これらのデータは、本発明の紫外線吸収剤が配合されたＰＥＴボトルが、慣用紫外線吸収
剤よりもより良く好ましくない変色から内容物を保護するということを示している。



(41) JP 4681193 B2 2011.5.11

10

20

30

40

【０１３２】
実施例９
市販のうがい液の色安定性
市販のうがい液はリステリン（登録商標；Ｌｉｓｔｅｒｉｎｅ）歯石抑制消毒うがい液（
米国特許第５，８９１，４２２号公報）であり、それは、Ｆ＆ＤＣブルー（Ｂｌｕｅ）＃
１（ワーナー－ランバート　コンシュマー　ヘルスケア（Ｗａｒｎｅｒ－Ｌａｍｂｅｒｔ
　Ｃｏｎｓｕｍｅｒ　Ｈｅａｌｔｈｃａｒｅ）を含む。実施例１に従って調製された２０
０ｍＬボトル中に入っているうがい液の変色が、蛍光灯へ暴露後に測定された。該ボトル
は、最大の３／４（うがい液１４０ｇ）まで満たされ、そしてふたがしっかり締められた
。該ボトルは、上記のように暴露された。配合１、２、３および５から調製されたボトル
のデルタＥ（ΔＥ）が測定された。
【表９】

これらのデータは、本発明の紫外線吸収剤が配合されたＰＥＴボトルが、慣用紫外線吸収
剤よりもより良く好ましくない変色から内容物を保護するということを示している。
【０１３３】
実施例１０
市販のうがい液の色安定性
　市販のうがい液はリステリン（登録商標；Ｌｉｓｔｅｒｉｎｅ）歯石抑制消毒うがい液
（米国特許第５，８９１，４２２号公報）であり、それは、Ｆ＆ＤＣブルー（Ｂｌｕｅ）
＃１（ワーナー－ランバート　コンシュマー　ヘルスケア（Ｗａｒｎｅｒ－Ｌａｍｂｅｒ
ｔ　Ｃｏｎｓｕｍｅｒ　Ｈｅａｌｔｈｃａｒｅ）を含む。実施例１に従って調製された２
００ｍＬボトル中に入っているうがい液の変色が、紫外線へ暴露後に測定された。該ボト
ルは、最大の３／４（うがい液１４０ｇ）まで満たされ、そしてふたがしっかり締められ
た。該ボトルは、上記のように暴露された。配合１、３および５から調製されたボトルの
デルタＥ（ΔＥ）が測定された。
【表１０】

これらのデータは、本発明の紫外線吸収剤が配合されたＰＥＴボトルが、慣用紫外線吸収
剤よりもより良く好ましくない変色から内容物を保護するということを示している。
【０１３４】
実施例１１
水性染料溶液の色安定性
　市販の染料はエリオグラウシン（Ｅｒｉｏｇｌａｕｃｉｎｅ）（青色染料）であり、シ
グマ－アルドリッチ（Ｓｉｇｍａ－Ａｌｄｒｉｃｈ）から購入した。実施例１に従って調
製された２００ｍＬボトル中に入っている水溶液の変色が、紫外線へ暴露後に測定された
。該ボトルは２ｐｐｍ水性染料溶液（１４０ｇの溶液）で最大の３／４まで満たされ、そ
してふたがしっかり締められた。該ボトルは、上記のように暴露された。配合１、２、３
および５から調製されたボトルのデルタＥ（ΔＥ）が測定された。
【表１１】
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これらのデータは、本発明の紫外線吸収剤が配合されたＰＥＴボトルが、慣用紫外線吸収
剤よりもより良く好ましくない変色から内容物を保護するということを示している。
【０１３５】
実施例１２
市販のシャンプーの色安定性
市販のシャンプーはＤ＆Ｃオレンジ（Ｏｒａｎｇｅ）＃４（カラーインデックス番号（Ｃ
．Ｉ）１５５１０）およびＤ＆Ｃ赤（Ｒｅｄ）＃３３（カラーインデックス番号（Ｃ．Ｉ
）１７２００）を含んでいるスアブ（登録商標；Ｓｕａｖｅ）ストロベリー（Ｓｔｒａｗ
ｂｅｒｒｙ）シャンプーである。実施例１に従って調製された２００ｍＬボトル中に入っ
ているシャンプーの変色が、蛍光灯へ暴露後に測定された。該ボトルはシャンプー（１４
０ｇ）で最大の３／４まで満たされ、そしてふたがしっかり締められた。該ボトルは、上
記のように暴露された。配合１、２、３および５から調製されたボトルのデルタＥ（ΔＥ
）が測定された。
【表１２】

これらのデータは、本発明の紫外線吸収剤が配合されたＰＥＴボトルが、慣用紫外線吸収
剤よりもより良く好ましくない変色から内容物を保護するということを示している。
【０１３６】
実施例１３
市販のシャンプーの色安定性
市販のシャンプーはＤ＆Ｃオレンジ（Ｏｒａｎｇｅ）＃４（カラーインデックス番号（Ｃ
．Ｉ）１５５１０）およびＤ＆Ｃ赤（Ｒｅｄ）＃３３（カラーインデックス番号（Ｃ．Ｉ
）１７２００）を含んでいるスアブ（登録商標；Ｓｕａｖｅ）ストロベリー（Ｓｔｒａｗ
ｂｅｒｒｙ）シャンプーである。実施例１に従って調製された２００ｍＬボトル中に入っ
ているシャンプーの変色が、紫外線へ暴露後に測定された。該ボトルはシャンプー（１４
０ｇ）で最大の３／４まで満たされ、そしてふたがしっかり締められた。該ボトルは、上
記のように暴露された。配合１、２、３および５から調製されたボトルのデルタＥ（ΔＥ
）が測定された。
【表１３】

これらのデータは、本発明の紫外線吸収剤が配合されたＰＥＴボトルが、慣用紫外線吸収
剤よりもより良く好ましくない変色から内容物を保護するということを示している。
【０１３７】
実施例１４
水性染料溶液の色安定性
　市販の染料はタルトラジン（Ｔａｒｔｒａｚｉｎｅ）（カラーインデックス番号（Ｃ．
Ｉ）１９１４０、酸性黄色（Ａｃｉｄ　Ｙｅｌｌｏｗ）２３）であり、シグマ－アルドリ
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ッチ（Ｓｉｇｍａ－Ａｌｄｒｉｃｈ）から購入した。実施例１に従って調製された２００
ｍＬボトル中に入っている水溶液の変色が、蛍光灯へ暴露後に測定された。該ボトルは３
ｐｐｍ水性染料溶液（１４０ｇの溶液）で最大の３／４まで満たされ、そしてふたがしっ
かり締められた。該ボトルは、上記のように暴露された。配合１、２、３および５から調
製されたボトルのデルタＥ（ΔＥ）が測定された。
【表１４】

これらのデータは、本発明の紫外線吸収剤が配合されたＰＥＴボトルが、慣用紫外線吸収
剤よりもより良く好ましくない変色から内容物を保護するということを示している。
【０１３８】
実施例１５
水性染料溶液の色安定性
　市販の染料はタルトラジン（Ｔａｒｔｒａｚｉｎｅ）（カラーインデックス番号（Ｃ．
Ｉ）１９１４０、酸性黄色（Ａｃｉｄ　Ｙｅｌｌｏｗ）２３）であり、シグマ－アルドリ
ッチ（Ｓｉｇｍａ－Ａｌｄｒｉｃｈ）から購入した。実施例１に従って調製された２００
ｍＬボトル中に入っている水溶液の変色が、紫外線へ暴露後に測定された。該ボトルは３
ｐｐｍ水性染料溶液（１４０ｇの溶液）で最大の３／４まで満たされ、そしてふたがしっ
かり締められた。該ボトルは、上記のように暴露された。配合１、３および５から調製さ
れたボトルのデルタＥ（ΔＥ）が測定された。
【表１５】

これらのデータは、本発明の紫外線吸収剤が配合されたＰＥＴボトルが、慣用紫外線吸収
剤よりもより良く好ましくない変色から内容物を保護するということを示している。
【０１３９】
実施例１６
ポリ（エチレンテレフタレート）、ＰＥＴ、樹脂配合物を分離するために、以下のベンゾ
トリアゾール安定剤が各々０．５％重量で加えられた。
（ｅｅ）５－クロロ－２－（２－ヒドロキシ－３－α－クミル－５－第三－オクチルフェ
ニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、
（ｆｆ）イソオクチル３－（５－クロロ－２Ｈ－ベンゾトリアゾール－２－イル）－５－
第三－ブチル－４－ヒドロキシヒドロシンナメートおよび
（ｇｇ）２－（２－ヒドロキシ－３－α－クミル－５－第三－オクチルフェニル）－２Ｈ
－ベンゾトリアゾール
（ａ） ５－トリフルオロメチル－２－（２－ヒドロキシ－３－α－クミル－５－第三オ
クチルフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、
（ｂ） ５－トリフルオロメチル－２－（２－ヒドロキシ－５－第三－オクチルフェニル
）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、
（ｃ） ５－トリフルオロメチル－２－（２－ヒドロキシ－３，５－ジ－第三－オクチル
フェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、
（ｇ） メチル３－（５－トリフルオロメチル－２Ｈ－ベンゾトリアゾール－２－イル）
－５－第三ブチル－４－ヒドロキシヒドロシンナメート、
（ｊ） ５－ブチルスルホニル－２－（２－ヒドロキシ－３－α－クミル－５－第三オク
チルフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、
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（ｎ） ５－トリフルオロメチル－２－（２－ヒドロキシ－３－α－クミル－５－第三ブ
チルフェニル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、
（ｓ） ５－トリフルオロメチル－２－（２－ヒドロキシ－３，５－ジ第三ブチルフェニ
ル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、
（ｘ）５－トリフルオロメチル－２－（２－ヒドロキシ－３，５－ジα－クミルフェニル
）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、
（ａａ）５－ブチルスルホニル－２－（２－ヒドロキシ－３，５－ジ第三ブチルフェニル
）－２Ｈ－ベンゾトリアゾールおよび
（ｃｃ）５－フェニルスルホニル－２－（２－ヒドロキシ－３，５－ジ第三ブチルフェニ
ル）－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、
各々の安定した樹脂組成物は次に、各々の紫外線吸収剤を配合したＰＥＴボトルへと吹込
みもしくは射出成形された。該ＰＥＴボトルは、紫外線からそれらの中の内容物を保護す
る事において特に効果的であり、生産物の保存期間をより長くし得る。
【０１４０】
実施例１７
ポリ（エチレンテレフタレート）、ＰＥＴ、樹脂配合物を分離するために、以下のｓ－ト
リアジン安定剤の各々の０．５％重量が加えられた。
（１）２，４－ビス（４－ビフェニルイル）－６－（２－ヒドロキシ－４－オク
チルオキシカルボニルエチリデンオキシフェニル）－ｓ－トリアジン、
（２）２－フェニル－４－［２－ヒドロキシ－４－（３－第二－ブチルオキシ－
２－ヒドロキシプロピルオキシ）フェニル］－ｓ－トリアジン、
（３）２，４－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－６－［２－ヒドロキシ－４
－（３－ベンジルオキシ－２－ヒドロキシプロピルオキシ）フェニル）－
ｓ－トリアジン、
（４）２，４－ビス（２－ヒドロキシ－４－ｎ－ブチルオキシフェニル）－６－
（２，４－ジ－ｎ－ブチルオキシフェニル）－ｓ－トリアジン、
（５）２，４－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－６－［２－ヒドロキシ－４
－（３－ノニルオキシ※－２－ヒドロキシプロピルオキシ）－５－α－ク
ミルフェニル］－ｓ－トリアジン（※はオクチルオキシ基、ノニルオキシ
基およびデシルオキシ基の混合物を示す。）、
（６）メチレンビス－｛２，４－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－６－［２
－ヒドロキシ－４－（３－ブチルオキシ－２－ヒドロキシプロポキシ）フ
ェニル）］－ｓ－トリアジン｝、５：４：１の比率で、３：５'、５：５
'および３：３'部分で架橋されたメチレン架橋二量体混合物、
（７）２，４，６－トリス（２－ヒドロキシ－４－イソオクチルオキシカルボニ
ルイソプロピリデンオキシフェニル）－ｓ－トリアジン、
（８）２，４－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－６－（２－ヒドロキシ－４
－ヘキシルオキシ－５－α－クミルフェニル）－ｓ－トリアジン、
（９）２，４－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－６－（２－ヒドロキシ－４
－オクチルオキシフェニル）－ｓ－トリアジン、シアソーブ（登録商標；
ＣＹＡＳＯＲＢ）１１６４、サイテック（Ｃｙｔｅｃ）、
（１０）２－（２，４，６－トリメチルフェニル）－４，６－ビス［２－ヒドロ
キシ－４－（３－ブチルオキシ－２－ヒドロキシプロピルオキシ）フェ
ニル］－ｓ－トリアジン、および
（１１）２，４，６－トリス［２－ヒドロキシ－４－（３－第二－ブチルオキシ
－２－ヒドロキシプロピルオキシ）フェニル］－ｓ－トリアジン
各々の安定した樹脂組成物は次に、各々の紫外線吸収剤を配合したＰＥＴボトルへと吹込
みもしくは射出成形された。該ＰＥＴボトルは、紫外線からそれらの中の内容物を保護す
る事において特に効果的であり、生産物の保存期間をより長くし得る。
【０１４１】
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実施例１８
多層ボトルは外部の層、および内容物に接触している最も内部の層は、ＰＥＴから構成さ
れ、そしてそれはまた遮断層を構成するように製造された。実施例１および２に列挙され
たベンゾトリアゾールもしくはｓ－トリアジンの１つもしくはそれ以上が該樹脂の重量に
基づき、０．５重量％で３層のいずれかに配合される場合、ボトルのその内容物は紫外線
から効果的に保護される。
【０１４２】
実施例１９
多層ボトルは、外部の層、および内容物に接触している最も内部の層は、ＨＤＰＥから構
成され、そしてそれはまた遮断層を構成するように製造された。実施例１および２に列挙
されたベンゾトリアゾールもしくはｓ－トリアジンの１つもしくはそれ以上が該樹脂の重
量に基づき、０．５重量％で３層のいずれかに配合される場合、ボトルのその内容物は紫
外線から効果的に保護される。
【０１４３】
実施例２０
ポリプロピレン樹脂配合物を分離するために、実施例１および２のベンゾトリアゾールお
よびｓ－トリアジン安定剤の各々の０．５％重量が加えられた。
安定した樹脂組成物の各々は次に、各々の紫外線吸収剤を配合したポリプロピレンボトル
へと吹込みもしくは射出成形された。該ポリプロピレンボトルは、紫外線からそれらの中
の内容物を保護する事において特に効果的であり、生産物の保存寿命をより長くし得る。
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